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経
蹄
統
計
諭

ω
性
質
に
閲
す
る
一
考
察

虫:~

)11 

虎

問
題
正
し
て
市
に
残
さ
れ
て
居
る
所
の
、
統
計
血
中
は
如
何
な
る
性
質

ω的
半
間
で
あ
る
炉
ご
前
ム
伐
な
、
統
計
準

者
の
形
式
的

ω論
議
を
腕
ら
〈
不
問
に
附
す
な
ら
ば
、
然
ら
ば
統
計
亭
が
質
質
的
に
、
現
に
山
間
へ
る
所
の
知
識

は
、
科
与
の
研
究

ω上
に
、
県
た

L
て
如
何
な
る
意
義
を
石
も
得
る
も

ωで
あ
ら
う
か
o

殊
に
、
経
済
皐
な
る
特

定
の
皐
問
的
傾
城
に
局
限

L
て
考
へ
る
場
合
、
統
計
撃
が
奥
へ
る
知
識
は
知
何
な
る
も
り
で
め
ら
う
か
o

い
ま
、

斯
〈
の
如
吉
知
識
の
組
織
あ
る
一
睡
を
経
済
事
の
領
域
に
限
っ
て
見
る
場
合
に
・
般
に
、
経
済
統
計
論
な
る
名
を

興
へ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
期
か
る
山
地
下
問
が
、
川
慌
た

I
Jし
何
を
謝
象
己
し
、

如
何
な
る
内
容
を
以
工
組
織
せ
ら
れ
、

所
諦
統
計
事
に
於
て
如
何
な
る
地
位
を
典
へ
ら
れ
る
も
の
で
ゐ
り
、
-
真
に
又
、
経
焼
事
な
る
刷
曾
科
事
に
劃
し
て

如
何
な
る
関
係

zhmrwpぜ
行
つ
も
の
で
あ
る
か
|
|
ご
謂
ム
様
な
問
題
に
謝
占
る
未
熟
な
花
見
世
組
め
て
見
た

の
が
此

ω小
文
で
あ
る
o

素
よ
ー
り
斯
〈

ω知
き
問
題
は
叫
引
先
り
出
品
官
勅
に
於
て
即
時
へ
ら
れ
而
も
研
先

ω終
極
に
於

組
済
統
計
論
目
性
質
に
闘
ナ
る
一
考
恭

n 

て
答
へ
ら
る
べ
き
性
質
り
も

ω
で
ゐ
っ
て
浅
山
学
筆
者
的
如
き
が
筆
を
執
っ
て
云
錯
す
べ
き
も
の
で
な
ー
¥
又
な
し

￥#' 



経
憐
統
計
諭
位
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

一
五
四

得
る
も
の
で
な
い
こ
ど
は
来
4
b
知
る
所
で
あ
る
が
、
幾
度
か
考
察
を
加
へ
、
明
先
を
新
に
な
し
行
〈
に
従
つ

て
、
或
は
寧
に
経
憐
統
計
論
の
み
な
ら
争
、
統
計
皐
山
中
心
的

ω問
題
に
も
接
近
す
る
山
機
品
目
を
符

τ、
共
の
桜

心

ω
問
題
を
問
題
正
す
る
の
附
十
得
る
-
】
ご
も
ゐ
る
か
正
考
へ
、
研
向
学
川
町
議
耗
の
一
記
録
ピ
ー
し
て
本
稿
を
草
す

る
Q 

一
側
の
試
論
た
る
以
上
の
意
味
を
有
つ
も
の
で
は
な
い
。

問
題
に
入
る
に
先
つ
工
、
統
計
柴
山
碗
究
問
題

ω
本
髄
に
閲
し
て
、
現
に
筆
者
の
抱
い
て
居
る
考
を
述
べ
つ

¥

屡

々

出

τ京
市
る
所

ω
言
葉
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
置
〈
こ
ご
が
便
利
で
あ
ら
う
。

阪
じ
越
ぺ
た
が
、
簡
務
統
計
論
は
従
来
俊
迭
し
来
っ
た
所

ω
統
計
血
T

が
絞
隣
町
中
山
町
山
城
に
於
て
資
質
的
に
典
へ

る
所
の
知
誠
山
組
織
ゐ
る
一
髄
ピ
考
へ
る
。
副
学
者
は
、
役
に
述
べ
る
械
に
統
計
率
的
性
質
に
就
い
て
稗
々
の
論
議

を
重
ね

τ居
る
が
、
併
し
そ
れ
等
的
事
者
は
、
主
(
の
論
議
自
他
は
別
ご
し

τ、
彼
等
の
研
究
に
於

τ、
其
の
統
計

事
は
果
た
し
て
如
何
な
る
知
識
を
奥
へ
た
の
で
ゐ
る
か
、
筆
者
は
先
ゴ
こ
れ
を
問
題
ご
し
た
い

ωで
ゐ
る
。
此
等

の
知
識
は
、
統
計
事
者
が
他
国
っ
て
奥
へ
た
所
の
、
而
L
τ
叉
現
に
典
へ
て
居
る
所
の
ぞ
れ
ら

ω業
総
の
中
に
、
明

ら
か
じ
、
捉
へ
得
品
ご
筆
者
は
綴
じ
考
へ
る
者
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
、

か
、
る
知
識
が
自
然
科
州
中
、
枇
品
目
科
且
干
の

各
領
域
.
各
部
門
に
於

τ有
つ
意
味
を
問
ひ
、
其
の
作
用
Z
機
能
子
主
尋
ね
る
な
ら
ば
、
其
の
科
学
に
於
り
る
意

義
正
地
位
ご
を
明
ら
か
じ
な
し
符
己
正
思
ふ
。

￥. 'ω 



組
済
統
計
論
白
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

E 
宜

然
ら
ば
・
統
計
晶
一
a

は
従
来
の
後
進
展
開
し
来
っ
た
所
に
於
て
、
直
接
に
‘
如
何
な
る
知
識
を
奥
へ
た
で
ゐ
ら
う

か
。
筆
者
は
之

μ
を
大
別

L
て
二
倒
的
知
識

E
L
て
答
へ
る
こ
ど
が
出
来
る
ピ
思
ム
o

的
も
一
は
大
量
削
剛
山
制
法
或

は
統
計
調
査
法
で
あ
h

他
は
統
計
解
析
訟
で
め
る
。
(
註
一
)

こ
、
に
大
量
制
察
法
ピ
云
ふ
の
は
、

一
献
曾
的
に
其

ω存
在
山
規
定
せ
ら
れ
た
集
嗣
|
|
筆
者
は
特
に

J4れ
を
山
人

量
ピ
名
づ
り
集
凶
的
特
殊

ωも
の
ど
見
る
ー
ー
に
就
い

t
、

、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
‘
.
‘
.

共

ω集
倒
的
大
吉
、
集
同
性

ω方
向
ピ
其
の
強
度
正

を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
方
法
を
謂
ふ
の
で
め
る
。

集
凶
は
仰
健
に
劃
す
る
概
念
で
あ
る
が
、

一
般
の
科
事
的
研
究
の
普
通
の
ト
刀
法
は
、
例
憾
の
翻
然
、
側
館
の
質

験
に
依
っ
て
、
共
の
一
属
性
を
明
か
な
ら
し
め
、
分
類
E
記
述
を
な

L
・
こ
れ
を
研
究

ω第
一
段
的
操
作
ご
す
る
の

で
あ
る
。
所
が
、
例
憾
の
観
察
、
質
臓
が
科
感
的
研
究
の
目
的
に
池
は
旧
制
か
、
或
以
不
可
能
的
場
令
に
は
、
或
る

属
性
を
共
通
に
す
る
側
警
一
樹
却
も
宮
町
を
襲

L
・
そ
の
首
追
っ
所
の
特
徴
|
之
れ
を
山
地
山
間
性
ご
呼

ば
う

1
l
'
f明
ら
か
な
ら

L
め
る
方
法
を
ご
Z
O

現
象
ど
し

τ蹴
る
場
合
に
集
岡
ご

L
て
見
る
べ
き
或
は
見
5
る

、
.
、
、
、

を
得
な
い
現
象
を
集
削
現
象
ピ
名
づ
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。
集
回
現
象
に
於
て
一
不
苫
れ
る
共
の
特
徴
、

却
も
集
同
性
は
、
必
十
し
も
、
必
然
的
に
其
の
集
凶
を
構
成
す
る
伽
髄
に
具
有
さ
れ
る
性
質
で
は
な
〈
、
た
い
北
(

の
集
闘
に
於

τ
の
み
見
得
る
性
質
で
あ
る
。
併
し
、
其
的
集
園
性
が
如
何
な
る
ず
山
川
を
ど
る
か
、
的
ふ
り
‘
共

ω集

困
性
が
何
ん
で
あ
る
か
は
、
素
よ
り
噛
端
的
知
b
得
る
所
の
も
の
で
は
な
く
、
之
れ
が
研
究
の
目
的
ご
し
て
求
め
ら



組
済
統
計
諦
山
性
質
に
凶
ず
る
一
考
察

一
五
六

れ
る
所

ω
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

い
ま
科
由
学

ω
研
究
に
於
て
、
共
的
研
究
目
的
|
|
そ
れ
は
常
-
質
践
的
な
る

要
求
よ
り
提
起
せ
ら
れ
る
ー
ー
よ
り
一
定

ω
方
向
を
漁
示
し
、

山
明
か
る
方
向
に
於
て
集
州
性
が
接
現
す
る
か
否

炉
、
又
縫
現
す
る
ご
す
れ
ば
、

立
(
り
強
度
は
幾
何
℃
ゐ
る
か
ど
謂
ム
鮎
を
問
題
正
す
る
り
が
、

集
則
的
碗
内
角
川
本

質
で
ゐ
品
。

-
}
、
に
強
度
=
云
J

的
は
、

一
定
り
方
向
に
於
付
る
集
同
性
仁
現
れ
る
集
凶
内
部
分
ど
ん
染
問
金
値
ご

の
比
に
名
つ
け
た
言
葉
で
ゐ
る
o
此
川
町
故
に
、
集
凶
的
研
究
は
・
勘
定
し
得
ぺ
主
、
測
定
し
得
ペ
、
4

又
数
セ
以
て

表
現
し
得
ぺ
き
集
胤
の
ト
仔
花
を
前
提
し
て
居
る
。

如
何
な
る
科
山
学
的
研
究
に
於
て
も
、
北

(ω
槻
・
持
品
十
賞
敵
は
、
勿
論
何
れ
も
意
識
的
じ
行
は
れ
る
も

ω
で
ゐ
る
。

ロ
ャ
、
奥
へ
も
れ
た
る
事
貨
を
興
へ
ら
れ
た
る
催
に
見
る
ご
一
五
ふ
-
』
ご
は
、
科
撃
的
態
度
ご
し
て
腿
々
誤
解
さ
れ

る
所
で
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
言
葉
の
上
の
お
呪
ぴ
以
上

ω意
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
〈
、
山
内
へ
ら
れ
た
ゐ
も
の
を
我

々
の
怠
誠
を
通
じ
℃
凱
ゐ
以
上
、
我
々
が
我
々
の
意
識
に
於
1
何
を
閥
心
ご
す
る
か
に
依
っ
て
、
自
ら
其

ω凱
袋

は
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
例
へ
ば
化
率
的

ω
試
験
に
於
て

漠
然
と
、
奥
へ
ら
れ
た
ガ

y
プ
U
F

的
性
質
を
、
考

へ
ら
れ
る
が
ま
、
に
楠
々
の
方
面
が
ら
試
験
す
る
の
で
は
な
〈
、
阪
に
此
の
試
験
せ
ら
る
可
き
も
の
、
性
質
に
、

一
定
内
問
題
を
有
っ
て
お

b
、
果
た
し

τ、
此
の
問
題
に
る
性
質
が
検
出
さ
る
、
か
、
ま
た
如
何
な
る
程
度
に
存

在
す
る
か
uv

確
が
め
ら
る
、
限
3

り
に
於
て
、
質
験
的
方
法
、
装
置
、
試
市
摘
が
選
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

以
上
の
試
験
は
、
仮
令
行
は
れ

τも
、
何
等
の
一
意
味
を
有
た
な
い
。

こ
れ
ご
同
時
切
に
、
集
圃
的
桝
究
に
於
て
も
、 よ
り
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噛
階
的
研
究
の
目
的
ご
す
る
所
か
ら
、
集
剛
性
を
導
〈
可
き
方
向
eT
奥
ー
そ
の
方
向
に
於
て
集
岡
性
の
畿
現
の
蛸

度
を
求
め
る
の
で
あ
る
o

勿
論
、
そ

ω後
現
す
る
喧
}
ご
が
M

拡
げ
れ
ば
強
度
は
零
で
ゐ
る
可
き
こ
ご
は
説
明
を
要
せ

な
い
所
で
ゐ
る
。

以
上
に
越
ぺ
た
は
に
、
斯
〈

ω如
き
集
則
的
研
究
り
目
的
ご
す
る
所
は
、
一
談
集
凶
仁
就
い
て

集
州
牲
の
方
向

ご
強
皮
ご
を
求
め
る
こ
ご
仁
一
仕
る
。
集
岡
山
大
さ
の
如
き
は
そ
れ
自
純
正

L
て
ば
意
味
を
布
た
宇
、

の
方
向
的
強
度
の
確
か
ら
し
さ
金
示
す
限
り
に
於
て
重
要
な
意
義
金
有
つ
に
ご
い
ま
る
o

た
uv

集
間
性

右
は
集
幽
性
の
方
向
的
多
岐
な
る
4

き
二
百
的
漁
想
さ
れ
た
る
、
作
前
回
の
内
容
の
務
化
性
の
大
な
る
場
合
に
就

レ
て
述
べ
た
り
で
あ
る
が
、
作
弔
問
性
の
方
向
を
限
定
し
て
行
り
ば
、
遂
に
特
定
の
集
同
性
の
み
に
就
い
て
集
凶
的

研
究
を
行
ふ
場
合
一
が
ゐ
b
得
る
ヴ
石
口
敏
ん
特
定
の
集
凶
性
り
方
向
に
閲
す
る
集
図
的
研
究
が
普
通
に
行
は
れ
る
集

倒
的
研
究
で
あ
る
。
此
的
場
合
に
然
ら
ば
何
を
求
め
る
の
で
あ
ら
う
か
。
特
定
ー
の
集
団
性
の
方
向
を
採
れ
ば
、

定
の
集
凶
に
就
い
w
J
L

一五

ο符
る
こ
ピ
は
、

二
つ
め
場
合
が
あ
る
。

一
つ
の
場
合
は
、
其
の
集
同
性
が
あ
る
か
、
な

い
か
で
あ
る
。
共
の
聞
に
存
す
べ
き
何
も
の
も
な
い
、
全
然
杭
皮
の
差
正
一
去
ふ
べ
き
も
の
は
な
い
場
合
で
め
る
Q

例
へ
ば
性
を
集
阻
性
の
方
向
仁
ご
っ
た
如
き
場
合
に
は
、
男
で
な
り
れ
ば
女
で
あ
る
o

男
、
」
女
の
聞
に
存
す
。
へ
き

も
の
は
先
づ
無
い
正
一
去
っ
て
よ
い
o

投
銭
の
場
合
の
如
き
、
表
か
一
義
か
、
何
れ
か
で
あ
っ

τ其
ω中
間
的
も
の
は

存
在
し
な
い
。
第
二
の
場
合
は
、
特
定

ω集
凶
性

ω方
向
に
桂
皮
立
宏
の
ゐ
る
場
合
で
の
る
。
年
齢
、
賃
銀
、
身

経
済
統
計
論
山
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

五
一じ

4・e



経
済
統
計
請
の
性
質
に
闘
ナ
る
一
考
奈

五
A 
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選題
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1;1.・1ノ
虫日
田昌
吉何
叫 h

o '" U~ h 
E 比
0) 0) 

場例
ぷ之島 己

て、 f
ゐ生
る弓』

点:z
J抗容
が主

主統
面計
的守T
liif 予
ち'"νリ
αJ坦
目 れ司
的じ二
子臥

エ ('L
~ li 、
所前
l正、 υ}

其場
ω 合
.jj~ 1よ
回附
'I't Q 
吋1) ヨ
安 ct
定包

性
、
或
は
他
山
集
凶
性
ぜ
の
安
一
ム
的
な
る
依
存
関
係
(
』

5
E
m円
四
宏
一
昨
)
全
求
め
る
司
】
ご
に
在
る
。
詳
し
〈
云
へ

ば
、
国
o目
。
両
日
ι
的
場
合
に
は
、

得
ぺ
き
最
も
確
か
ら

L
3低
を
求

U
る
こ
ご
に
在

h

一
つ
山
り
場
合

ω起

同町円。円

cmEι

の
場
合
に
は
、
立
(
叫
最
も
安
定
的
な
る
分
布
状
態
及
他
的
集
幽
性
の
出
向
門
何
百
四
日
品
な
る
も
の
互
の

最
も
安
定
的
な
る
依
存
関
係
、
正
確
に
云
へ
ば
、
嗣
数
的
依
存
閥
係
寄
与
z
o
E
Z
〉
『
『
吉
岡
山
向
r
m
s
-
f求
め
る
こ

正
に
在
る
Q

普
通
に
統
計
山
川
研

rt移
せ
ら
れ
る
も
心
は
、
右
の
如
一
き
一
定
り
集
凶
性

ω方
向

ω列
へ
も
れ
た
る

場
合
に
於
り
る
共

ω集
凶
性
り
安
定
性
メ
は
分
布
朕
態
或
は
他

ω
集
凶
性
正
の
耐
数
的
依
存
関
係
を
求
め
る
集
凶

市
川
uu-}
也
な
ら
な
f
o

-
-
5
1
4
Y
1
t
 か
、
る
意
味
に
於

τ集
凶
を
削
削
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
、
自
然
現
象
た
る
も

ωで
も
此
曾

現
象
た
る
も

ωで
も
問
ふ
所
で
は
な
〈
、
従
っ
て
、
集
凶
的
研
究
は
、
科
山
学

ω如
何
な
る
傾
城
に
於
て
も
、
共
の

意
味
を
布
も
得
る
限

b
、
可
能
で
ゐ

h
、
叉
重
要
掛
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

安
定
的
な
る
築
制
性
を
求
め
る
立
川
掛
か
ら
す
れ
ば
、
集
刷
出
の
大
き
の
如
き
は
、
前
に
も
遁
ブ
た
ほ
悼
に
、
立
(
の
安

定
性
合
規
定
す
る
も
の
正
し
て
意
味
を
有
つ
が
依
に
問
題
に
苫
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
集
岡
の
大
き
が
侃
ム
ザ
規
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
敢
て
其

ω杢
ー
叫
を
議
す
こ
さ
は
必
す
し
も
必
要
で
は
な
〈
、
主

(ω
集
凶
的
研
究

ω目
的
及

比

(ω
集
凶
牲
の
安
定
性
士
大
な
ら

L
h
U
る
こ

を
棋
準
に
し

τ制
限
し
得
る
性
質

ω
も
の
で
ぬ
る
o

Charlier. VorleslIngen uber die Grundzugc dcr mathematischen Statis-
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然
る
に
、
一
枇
曾
的
集
閥
、
即
も
大
量
は
、
其
の
存
在
が
枇
曾
に
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
、
而
も
、
其
の
規
定
せ
ら

h
l

で
居

r
f
rが
、
そ
れ
白
煙
枇
曾
科
目
半
り
研
山
九
割
象
ご
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
か
、
る
大
量
の
存
在
を
一
個

の
一
枇
曾
的
事
質
ご

L
て
見
る
。
否
寧
ろ
我
々
は
こ
れ
を
枇
曾
的
の
一
事
-MH
ご
し
て
意
識
せ

F
る
を
得
な
h
y
-
-

ご
を
祉

合
的
な
る
我
々
り
存
在
に
依
つ

T
一
規
定
せ
ら
れ
る
o

か
、
る
大
量
は
勿
論
一
一
仰
の
集
刷
た
る
に
は
準
ひ
な
い
が
、

作
事
凶
的
研
先
の
謝
象
た
る
集
剛
ざ
は
自
ら
性
質
を
異
に
す
る
。
共
山
根
本
的
な
る
相
違
は
集
闘
の
大
志
が
規
定
さ

れ
て
居
つ

τ、
此
の
刑
曾
的
作
荒
川
剛
印
も
大
量
を
研
究
し
工
も
安
定
的
な
る
集
凶
性
を
得
L
ご
は
断
じ
得
な
い
所
に

あ
る
o

卸
も
大
挫
の
一
一
闘
の
槻
擦
は
、

た
v
枇
曾
の
一
事
E
M
H
Z
L
て
之
れ
や
一
不
す
だ
け
で
、
何
等
集
凶
的
研
究
の

基
〈
集
凶
の
輿
へ
る
性
質
は
な
い
。
故
に
、
大
量

ω示
イ
句
集
凶
性
的
安
定
的
な
る
も
の
を
求
め
よ
う
ご
す
れ
ば
、

一
定

ω方
向
に
於
け
る
集
凶
性
仁
就
い
て
、
大
量

ω多
数
を
制
察
す
る
を
要
す
る
o
換
言
す
れ
ば
悩
々
の
大
量
全

以
て
集
則
的
研
先
の
封
象
た
る
集
岡
山
り
組
成
因
子
正
す
る
必
要
が
ゐ
る
o

放
に
、
枇
曾
的
集
凶
郎
も
大
肢
の
集
凶
的
研
究
に
は
、
立

(ω
研
究
の
前
段
階
正
し
て
、
大
量
た
る
集
困
の
大

さ
、
英
の
築
制
性
の
方
向
ご
強
度
Z
を
典
へ
ら
れ
た
る
一
一
仰
の
事
-
貨

E
L
τ
、
正
磁
に
認
識
す
る
を
必
要
正
す

る
O

き
れ
ば
、
集
凶

ω組
成
因
子
た
る
例
悦
|
|
統
計
学
上
単
位
(
開
門
Z
Eロ

maロ
E
円
)
ご
云
ふ
!
ー
を
洩
す
こ

ピ
な
〈
捉
へ
‘
此

ω
金
桐
飽
を
州
側
aM

訴
す
る
こ
ど
に
依
ム
リ
、
集
凶
性

ω
方
向
r

強
度
t
h
T
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
如

何
に

Lτ
集
剛
性
の
方
向
を
知
る
か
ご
云
ふ
様
な
鮎
に
就
い

τ
は
阪
に
遮
〈
た
所
で
あ
る
ω

右

ω珂
向
か
ら
、
大

組
済
統
計
歯
白
曲
質
に
闘
ナ
る
一
考
察

五
)1.. 

円事 ~'. . 



組
消
統
計
諦
心
付
貨
に
闘
す
る
一
考
察

プ、

O 

量
削
酬
察
は
、
特
殊
h

ゆ
る
意
義
を
有
つ
槻
察
方
法
で
ゐ
る
こ
ピ
を
知
る
で
あ
ら
う
。
質
際
問
題
ご
し
て
は

枇
曾
を

共
般
的
な
場
所
に
、
而
も
特
定

ω時
に
限
る
必
要
が
ゐ
る
が
、

依
存
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
従
つ

τ、
大
量
制
奈
は
、
大
量
が
集
副
正
し
て
有
つ
大
さ
を
定
的
、
又
集
同
性
的
方
向

1
lこ
れ
を
統
計
事
上
、
標
識
(
何
日

FmE円高
5
1
2
5
と
云
ム
ー
ー
を
見
る
た
め
に
仰
察
せ
ら
れ
る
常
世
正
大

量

ω枇
合
牲
を
定
め
る
大
量
ゆ
存
在
的
山
川
三
駅
昨
日
仏
大
量
の
集
国
性
の
方
向
を
奥
へ
る
伽
加
古
ご
は
、
大
量
槻
且
裂
の

一
般
的
に
一
五
へ
ば
、
何
れ
も
大
故
観
察
的
目
的
に

四
大
要
素
で
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
己
が
出
来
る
o

か
〈

τ、
大
量
制
山
鴨
川
は
大
量
士
一
の
集
岡
正
し
て
・
其
川
り
存
一
仕
己
北
(
的
集
削
性
ど
を
数
量
的
に
朋
確
に
指
示
す

か
、
る
大
量
制
祭
の
結
果
た
る
一
倒
的
数
字
を
指
し
て
、
佐
世
則
正
一
五
は
う
ご
思
ふ
。

る
o

筆
者
は
、

敢

に

統

計

は

一
定
り
大
量
的
大
手
己
主
(
り
集
阻
性
的
方
向
及
強
度
ど
を
一
一
倒
的
批
曾
的
事
質

Z
L
て
、
物
語
る
所
的
数
字

に
他
な
ら
な
い
。

併
し
・
前
に
も
辿
べ
た
僚
に
、
刷
舎
の
科
学
的
研
究
に
於

τは
、
単
に
一
回
の
大
量
樹
祭
り
結
果
を
以
て
し
て

は
、
川
端
た

L
て
.
比
り
一
不
さ
れ
た
事
貨
が
札
曾
的
に
必
然
性
、
悶
川
本
性
を
断
宇
る
に
足
る
か
は
疑
は
し
(
、
之
を

以
て
は
満
足
山
来
な
い
の
で
あ
る
o
而
も
こ
れ
が
究
明
は
普
泌
の
科
事
的
研
究
法
に
於
て
は
奥
へ
ら
れ
守
、
従
う

て
集
閥
的
研
究
を
以
て
、

か
、
る
大
量
的
存
在
及
其
の
集
幽
性
に
就
い
て
安
定
性
を
求
め
る
の
で
あ
る
o

此
の
集

図
的
研
究
に
於
て
は
封
象
た
る
集
幽
の
組
成
因
子
は
、
各
仰
の
大
量
観
察
の
結
果
た
る
統
計
で
あ
る
。
集
閣
の
大

L 
‘ 



さ
は
、
枇
曾
的
に
規
定
さ
れ
る
所
で
は
な
〈
、
理
論
的
に
、
山
県
へ
定
的
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
大
苫

は
安
定
性
を
基
礎
づ
り
る
が
放
に
、
安
定
性
の
理
論
的
の
吟
味

Z
L
て
数
叩
学
的
方
法
の
適
用
を
受
付
る
。

斯
く
の
如
〈
、
統
計
を
以

t
l
l自
然
科
卒
の
場
合
に
は
、
観
測
、
測
定
を
以
℃
|
|
集
幽
的
研
究
を
行
ふ
現

論
的
判
明
磁
は
、
数
肌
千
仁
依

τ諮
明
せ
ら
れ
る
所
で
あ
り
、

こ
れ
を
表
現
す
る
方
法
も
数
率
的
な
る
形
式
を
・
ご
る
o

統
計
学
者
の
或
者
が
前
に
も
描
ぺ
た
品
川
に
、
統
計

t
z
c目
。
四
日
骨
宮
門
町
民
庁
ぜ
出
2
2
0問
E
P百円
E
門戸町に
H
T
ち
、
こ

れ
を
説
明
す
る
の
も
、
前
者
に
は
、
出
合
Eoc臣、

H
r
g
s、
Hhku
等
り
叶

-Mg日
日

の
迎
用
を
見
、

一
般
に
確
率

論
を
共
り
理
論
的
根
抽
出
a

己

L
、
後
者
に
あ
っ
て
は
専
ら
、
説
差
理
論

ω
迎
用
を
受
打
得
る
理
山
げ
が
ゐ
る
か
ら
で
あ

V
中

る
Q

(

尚一一)

放
に
、
集
閥
的
研
究
以
、
一
枇
曾
科
飢
干
の
傾
城
に
於
て
は
、
統
計
に
依
る
集
凶
的
研
究
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
、
蒐
的
得
た
統
計
を
解
剖
分
析
し
て
、
大
量
印
有
つ
安
定
的
な
る
集
剛
性
及
び
共

ω安
定
的
な
る
依
存
関

係
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
、
る

H
的
を
達
す
る
仁
用
ひ
ら
れ
る
方
法
を
統
計
柳
川
析
法
正
名
づ
り
る
こ
ご
、

ι

t
J
o
f
n
T
t
E
t
f
L
 

J
f

向
副
聾
買
お
-
青
島
寸

(
自
己
宵
自
己
E
口『。

印

E
民
ω江
町
)

さ
呼
ば
れ
る
も

ωは、
か
、
る
方
法
並
に
共

ω理

論
的
川
帆
銭
ぜ
敷
山
中
的
に
説
明
4

る
e

て、
7
r其
ω
内
容
正
す
る
も
り
で
ゐ
松
山
調
ム
統
計
解
析
法
バ
一
北

(ω
根
本
に
於

て
は
兵
る
も

ω
で
は
な
い
。
(
註

此
り
統
計
解
析
法
叫
基
礎
的
理
論
は

自
然
科
目
学
な
る
さ
枇
合
科
卒
な
る
ご

を
問
は
す
、
何
れ
り
節
減
じ
於
ー
も
泊
加
せ
ら
る
べ
き
性
質
的
も
り
で
あ
る
o

蓋
L
、
前
述

ω
如
〈
、
集
閥
的
研

先
に
何
等

ω
限
界

ω
な
い
所
v
p
h
3

嘗
然
明
ら
か
な
こ
ど
で
あ
る
o

に
か
色
、

印

c
z
a
B
t
M
C仲
町
民
自
-
目
立
『
。
仏
ピ

組
済
統
計
諭
の
性
質
に
刷
す
る
一
考
築

~­，、
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担
済
統
計
請
の
性
質
に
凶
す
る
一
考
擦

プミ

考
へ
る

出
。
耳

-m可

の
如
、
さ
は
、

「
印

E
E耳
目
ω

は
軍
に
経
隣
皐

ω
一
部
円
で
あ
る

ω
み
な
ら
す
、

叉
或
る
特
定
的
科
撃
に

ω
み
限
ら
る
べ
き
も
の

で
は
な
い

o
m仲
良
昆
自
の
知
識
は
外
国
語

ω
知
識
又
は
代
数
拳

ω知
識
に
も
比
す
ぺ
〈

中ゃ

な
る
場
所
に
於
じ
も
役
に
立
つ
も

ω
で
ゐ
る
」

如
何
な
る
山
町
、
如
何

:
o
F
、

五

、

l
l

-

f

 

刑
耐
目
的
集
刷
問
削
も
大
量
に
在
つ
て
は
北
九
山
集
刷
的
研

究
に
は
先
づ
前
例
叫
ご
し
工
、

大代世州山山祭，
r
不
可
分
雌
に
存
証
せ
ね
ば
な
ら
な

ν
。
換
言
す
れ
ば
統
計

ω存
在
を
必

要
E

己
す
る
。
依
じ
枇
合
科
山
中
の
川
削
減
じ
於
り
る
集
則
的
術
究
は
、

大
量
制
山
梨
叩
ピ
統
計
解
析
的
二
段

ω
過
税
を
経

る
o

こ
れ
は
.
自
然
科
阜
の
領
域
に
於
て
、
観
測
、
測
定
及
統
計
解
析
山
二
段
の
滋
を
経
る
ピ
服
臆
す
る
が
、
一
祉

曾
に
於
げ
る
集
凶
に
於
一
ー
は
か
、
る
観
察
に
特
段

ω意
義
が
あ

b
、
重
要
な
る
問
題
を
合
ん
で
居
る
が
そ
れ
ら
の

知
に
就
い

τは
後
に
逃
ぺ
る
機
曾
が
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
。

筆
者
は
、
右
山
大
故
山
側
終
己
統
計
解
析
の
両
方
法
を
併
せ
て
、

r
r方
山
山
富
山
)
ご
云
ひ
た
い
ご
忠
ふ
。
此
的

限
h

に
於

τ、
筆
者
り
訪
ふ
統
計
方
法
は
、
枇
曾
科
州
内
干
の
研
究
領
域
に
於
て
の
み
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
肉
も
の

で
ゐ
る
こ
ご
は
一
五
ム
迄
も
な
レ
。
か
、
る
意
味
に
統
計
方
訟
を
解
す
る
な
ら
ば
統
計
事
は
統
計
方
法
を
研
究
掛
象

三
す
る
問
中
間
で
ぬ
る
ご
筆
者
は
考
へ
る
υ

斯
く

ω
如
く
限
定
す
も
ご
、
統
計
皐
は
、
祉
曾
科
山
品
干
の
餌
誠
仁
の
み
存

在
す
る
一
例

ω血
平
岡
正
し
て
意
義
を
有
つ
ニ
正
、
な
る
o

統
計
亭
の
品
間
違
史
よ
り
見
、
叉
現
在
・
科
学
的
研
究
に

針
L
イ
し
統
計
些
T

の
有
つ
意
味
か
ら
考
へ

τ斯
(
解
す
る
ニ
ご
を
最
も
袋
嘗
で
ゐ
る
ご
信
ず
る
者
で
ゐ
る
。
勿
論
、

1920， p. 4 sowley， Elements uf Sta【istics，4th. ed 
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集
図
的
研
究
の
方
訟
を
統
計
学
の
卦
品
端
正
考
三
集
倒
的
研
究

ω方
法
に
糊
測
、
測
定
、
大
量
制
叫
ん
祭
に
共
通
す
る

本
質
的
の
も
の
台
捉
へ
、
之
れ
ご
統
計
解
析
訟
ピ
を
併
せ
た
る
意
味
を
奥
へ
る
主

ιば、
炉
、
る
佑
敢
闘
的
研
究
方

法
ヨ
ピ
品
到
象
ご
す
る
統
計
事
は
、
・

t
F早
川
や
た

J
E
I
長
}'b-

M
イ
1
辛

f
f
j
Z
Hせ
た
る
ご
を
問
は
す
、
其

ω
何

μω
剖
削
減
に
も
・
湖
周
の

出
来
る
方
訟
を
論

Z
些
同
心
な
る
様
で
あ
る
が
、
刷
命
的
集
…
聞
を
製
品
す
る
ζ

ど
は
、
数
量
的
な
る
紡

i似

牲
を
布
っ
て
ぬ
て
も
.
本

-
-
w
t
-

4
4
f
o
i
山川信
ρ
も
の
で
め
る
か
ら
、
之
副
い
を
綜
合

L
た
立
場
に
於
一
し
共
に
論
ず
る
こ
E

は
不
可
能
山
一
こ
ど
に
泌
す
る
o
た
い
に
集
則
的
問
問
先
的
基
礎
以
筆
者

ω詞
ム
意
味
に
於
け
る
統
計
加
析
法
に
在
L
り

苫

l
.
E
り
そ
の
基
礎
迎
論
は
何
れ
の
科
・
学
た
る
を
悶
は
十
通
用
的
可
能
な
る
も
刀
な
る
Mr
捻
-
1

i

1

1

1

1

 

か
、
る
方
法

を
研
究
調
象
己
す
る
も
の
が
統
副
ん
や
で
あ
る
ど
す
る
立
場
は
そ
れ
白
慨
ピ
[
て
は
一
畑
氏
し
て
ゐ
る
が
、
阪
に
前
越

L
た
迎
由
か
ら
、
筆
者
は
、
大
量
翻
察
を
分
断

L
て
統
計
解
析
誌
の
み
を
内
容
E
す
る
統
計
撃
を
考
へ
る
守
」
ピ
は

出
来
な
い
。

否
事
ろ
、

大
量
制
山
拠
点
的
問
題
・
』
そ
、

枇
合
科
山
中
の
研
究
傾
城
に
於
て
集
図
的
研
究
に
就
き
強
制
す
ぺ

き
黙
な
り
で
ゐ
る
o

か
〈

L
τ
、
統
計
山
地
干
の
拠
へ
る
所
の
方
怯
は
、

大
量
の
有
つ
集
幽
性
の
安
定
的
な
る
も
の
を
一
不
L
、
叉
安
定
的

な
る
作
品
剛
性
的
依
存
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
よ
正
、
な

h
、
札
曾
科
山
地
干
に
於
り
る
作
地
図
的
研
究
の
目
的
を
迷
せ

L

h
u

る
が
、

-

;

‘

、

.

、

‘

.

‘

.

が
、
る
研
究
を
特
に
統
計
的
研
究
所
」
呼
h
A

こ
ご
は
先
仁
地
ぺ
た
所
で
ゐ
る
o
統
計
的
研
究
の
別
へ
る
結

川
市
は
、
集
図
性
を
ば
一
の
画
数
的
附
係
正
L
て
示
す
こ
己
に
あ
る
o

図
。
目
。
同
B
L
な
る
正
問
。
r
g
m
E
L
な
る
己
、

印
刷
時
統
計
前
自
性
質
に
闘
ナ
る
-
考
察

プミ

. ~' ， 



総
湾
統
計
論
山
性
質
に
閲
す
る
一
考
察

一
六
四

集
団
的
別
究
に
依
h
、

が
う
令
聞
係
式
が
輿
へ
ら
れ
た
場
合
じ
、
之

統
計
の
性
質
の
国
別
は
問
ム
一
川
で
は
ロ
ぃ
。

れ
を
昨
か
川
町
山
出
船
川
正
名
づ
け
る
叫
討
に
統
計
的
法
則
は
集
倒
的
研
究
の
結
川
市
で
あ
る
、
他
の
言
葉
を
以
っ
て
す
れ

ば
、
集
同
性
の
記
載
正
云
っ
て
も
よ
い
。
統
計
的
法
則
の
性
質
は
、
集
則
的
研
究
の
本
質
の
問
題
で
ゐ
る
。

れ
を

改
め
て
諭
す
る
附
で
は
な
い
か
ら
、
市
に
前
越
し
た
所

ω集
則
的
研
究
の
説
明
の
秘
悶
の
限

hz

於

て
、
統
計
的
法
則
を
云
ふ
に
ご
い
め
る
。

以
上
で
、
集
剛
・
集
閥
的
研
究
め
意
味
、
犬
山
也
記
大
量
御
成
一
叩
法
‘
統
計
解
析
法
、
統
計
的
研
集
正
統
計
的
法
則

U
A
統
計
胤
干
の
性
質
に
就
い
て
の
卑
見
は
一
勝
之
れ
を
遁
ぺ
、
英
の
言
葉
の
語
る
所
を
明
ら
か
に
な

L
得
た
一
三
」
、

思
ふ
。

註

〉

附戸
r
r
u
m
印
門
戸
門
聞
記
長
に
就
い
て
、

ι白
押
『
『
》
言
。
出
品
20
ロ
と

EHhw♂
己
主
H
0
1〕山手門戸
Oコ
と
を
認
め
る
ζ

と
も
』
問
。
3

2
が

2
 

ロロ
η
日
。
ロ
を
分
け
て
ゐ
る

ω
も
、
母
者
自
こ
誌
に
越
べ
る
や
容
と
見
る
も
の

γ
な
い

4
Z
ω
0
3
。司

ω百円
5
2
日
に

ι男児コ司ゴ
40
と』ロ門戸戸ス
U

ロ引他山

てあ一、
b

っ。

『
ο
『内
F
2
は
革
者
自
調
ふ
岡
山
統
計
解
析
法
は
丘
町
E
ω
E
n
E
m
u
-同
舟
盟
国

F
Z回
目
場
開
で
あ
る
ニ
し
、

m
E
2
2
5
n
F
O
ソ

2
2凶

N-z。
ロ
主

宮内
g
m
M
〈
止
何
M肉hog-4
に
分
つ
。
前
者
は
出
o
E
O明
日
品
目
話
口
日
を
、
後
唱
は
出
向
耳
目
同
門
戸
内
町
田
口
3
を
去
ら
は
す
倍
で
あ
る
。

(
註
三
)
例
へ
ば
『
巳
d
円は、• 

2

回〈

H
i
u
n
F
m
2
2
2
Z
Z
5
2
(
b
E
2
h
E
5号
、
目
、
詰
主
主
)
〆
3

5
白

0
2
Z
E
[
吉
』
5
5
E言
。
宮
内
E
Z
E
5
ロ
ω邑

E
E
E
R
H
E
M
E『
2
0
0
F
n
z
p
n
o目
1
0尚
昆

2
5目
白
ロ
ロ
問
。
コ
円
宮
島
」
ぬ
耳
目
弘
司
吉
〈
自
門
】
宮
内
百
ロ
コ
ニ
ロ
ヨ
喜
邑
」
守
閣

2

。
品

E
Z
F『
円
。
内
耳
己
乱
。
『
0
2
h
E
P
O
S
E
E
n
O
1
E
ロ
旦
E
t
E自
民
自
Oロ拘白

no]]RE高

σ。〔才

oh-2ι
戸〈
E
E
-
o
u
I」2
E
=
と
一
以
ひ
、
円
F日
rm汽

(
註
二
)

い
$Am

高田保馬博士l、祉合法則論白ー節 思想第 t蹴(大正八年 t月)(岡崎士着、祉
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は
、
簡
単
に
、
統
計
材
料
か
ら
結
論
を
引
き
出
す
に
払
喝
行
道
具
ど
あ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
。
加
国
統
計
四
下
に
就
い
て
は
、
川
見
に
改
め
て
前
ず
る
櫨
p

悼

を
得
た

v
i
c
思
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
L

に
口
問
中
に
、
川
市
舟
町
五
ふ
統
計
解
析
訟
を
内
約
と
し
て
ゐ
る
ζ
i
r一
を
指
摘
す
る
に
と
い
崎
め
る
ο

リ
-

出
輩
出

n
f
ω
2
5
5月
げ
の
百
円
】
ト

O
Z
0
1
4
ふ
の
仕
事

b
g
zロゲ
m
o
E
F
Eロ
岡
山
方
訟
を
拍
す
ω

耐
し
て
叫
ゅ
の
方
法
た
る
の

(
駐
囚
)

此
止
は
て
、
枇
命
的
集
凶

ω
み
に
旧
る
も
の
で
た
い
と
説
明
す
る
白
出
前
却
で
あ
る
が
、
併
し
同
川
訓
川
合
統
計
町
中
布
山
一
千
山
方
法
位
、
自
然
科
車
山
一

制
岐
に
於
け
る
川
市
有
内
所
制
作
岩
川
的
研
究
を
な
す
に
は
的
ん

r無
邸
時
て
、
そ
白
方
法
は
ヰ
ろ
、
前
日
に
一
五
ふ
が
如
き
酎
叫
統
計
車
内
典
へ
る
所
山

も
り
で
あ
る
。
端
的
に
、
副
脅
的
集
制
山

Z
E
m
Oコヴ
g
E
n
r
E去
と
五
ふ
に
許
(
は
な
レ
。

a
 

英
米
内
統
計

m
r
4
山
一
五
ふ
凶
作
μ
5
2
2
-
E
2
y
o
ι
は、
H
J

計
附
析
訟
を
指
す
も
の
よ
俳
1
て
、
前
ん

yLyhト
弘
へ
な

u
f
~
あ
ら
う
。
例
一
、
ぱ
目
。
三

nv-

irJLnw一
m
o
E
E
白
川
き
代
表
的
内
排
占
何
れ
も
比
一
り
u

大
吐
抑
恭
法
を
全
保
飢
川
す
る
却
で
は
な
い
が
そ
れ
ら
山
町
作
に
於
て
比
る
所
に
依
れ
げ
、

統
計
的
制
析

l
H芯
す
eへ
き
此
舘
山
川
越
を
問
中
に
説
明
す
る
肌
り
に
於
て
記
す
る
に
と
ピ
め
て
肘
る
。

統
計
山
地
す
が
、
質
質
的
仁
科
阜
の
研
究
に
典
へ
た
知
織
は
、
大
口
県
机
火
山
法
己
統
計
解
析
訟
の
同
者
で
あ
る
こ
ご
を

通
べ
花
。
そ

L
て
此
の
岡
者
十
』
仙
拙
稿

L
て
統
計
方
弘
正
一
同
ふ
な
ら
ば
、
統
計
山
中
は
統
計
方
法
を
研
究
針
象
Z
す
る

即
日
平
間
郎
L
統
計
方
法
に
閲
す
る
組
織
あ
る
知
誠
の
一
位
己
見
る
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
o

従
っ
て
特
定
の
現
象

を
帆
剖
象
正
(
之
れ
を
支
配
す
る
法
則
を
後
見
・

χ
立
す
る
こ
ピ
を
目
的
正
す
る
が
如
き
山
中
間
即
ち
所
副

B
E
O止の
]-o

当日目。
E
n
E沖
J
E
U
考
へ
な
い
者
で
あ
る
。

併
し
、
統
計
事
の
山
中
間
的
性
質
に
就
い
亡
は
、
従
来
、
論
議
の
繰
h
返
へ
き
れ
て
来
た
所
で
、

は
、
統
計
山
拍
子
は
方
佐

ω率
問
?
の
h
t
L
、
北
到
の
通
用
範
閣
は
、

め
ら
ゆ
る

手l
)'~J. 

U) 

首11
|吋

る
も
的 自民

JFω 
x'tt ヘ寸
山者

加
腕
前
統
計
諭

ω刊
到
に
闘
す
る
-
考
察

プミ
豆L
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料
油
開
統
計
論
の
叫
到
に
闘
す
る
一
考
祭

守一、-、
一J
a
'
J
J

統
計
問
中
に
は
特
定

ω此
命
的
集
聞
な
る
研
究
割
象
一
か
め

h
、

方
法
を
備
ふ
る
が
依
仁
獅
立
の
一
科
問
中
で
ゐ
る
正
す
る
。

大
量
制
山
丹
市
法
な
る
批
判
布
的
研
究

y. 

z
h
j
H山
一
九

E

よ、

Uυ
」
』
パ
イ

t

を
認
め
る
卒
者
が
あ
る
o

。

此
山
り
劉
立
し
た
見
解
を
、
共
に
併
せ
合
ん
で
.
統
計
事

川
白
羽
円
以
後
炉
、
る
附
宇
訟
を
車
中
宇
る
者
は
決

L
て
少
〈
は
な
い
。
勿
論
、

ぐ。ロ

の
一
山
者
セ
命
む
統
計
皐
の
K

什
十
仕
の
理
由
は

必
宇
し
も
そ
れ
ら
の
事
者
仁
於

τ同
じ
く
以
な

ν
が、

い
ま
一
々
英

の
吟
-
昧
を
す
る
こ
ど
は
避
け
る
o

統
計
事
が
方
法
山
車
内
で
あ
る
』
ご
に
は
筆
者
は
異
論
を
有
た
な
い
が

例
へ
は
同
E『
E
Eロ
の
如
き
立
場
に

は
細
み
す
る
こ
ど
が
出
来
な
い
。
開

E
E
Eロ
は
、
河
口
自
己
一
口

に
従

τ咽
統
計
与
の
方
法
論
な
る
所
以
全
力
説
す

る
り
で
あ
る
が
、

陀

(ω
前
ム
所
的
方
法
、
」
JU
、

一
般
的
に
集
幽
的
研
究
に
則
ひ
ら
れ
る
方
法
を
指
し
て
腐
る
の
で

わ
る
o

此
の
場
合

ω
方
法
は
筆
者
的
言
葉
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
統
計
解
析
法
に
他
な
ら
な
い
c
出
。
ョ
ν
同
局
常

ω
E
2

力通

『
H
O
円。
E
U同
門
mw
巳命的。ロ
mω

C
 

り
叫
帆
先
に
腕

1
る
o

に
か
ら
、
彼
が
ゴ
H
0
0

日
一
と

Lτ
述
べ
て
ゐ
る
り
は
、

炉
、
る
方

ベ
山
山
以
協
己
意
-
味
的
問
閣
で
あ
る
υ

活
L
、
禁
の
立
場
を
一
貫
す
れ
ば
、
解
析
法
の
具
髄
的
ゆ
方
法
に
準
ん
で

官
旦
r
o
ι
g
正
行
〈
可
か
り
し
も
の
や
』
彼
は
そ
れ
を
]
V
B
H古
島
z
m
O
N
E
ω
官
民
ω
丘
町
に
代
へ

τゐ
る
。
山
O
N
R己
ω
日
Emzr

日〉

回
以
円
白
川
内
町

は
直
接
に
は
彼
内
R
R

斗
}
戸
内

O
円
目
。
二

に
は
閲
係
が
な
い
o

方
法
論
正
し

τ
一
般
的
仁
論
じ
よ
う
ど
す
れ

ば
、
其
m
M

謁
ふ
所
的
統
計
与
は
数
理
統
計
円
千
三
玄
は
れ

τお
る
も
の
で
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
附
川
同
研
究

ω根

抽
棋
は
確
か
に
}
内
お
戸
】
E
M
M
山
口
口

R
-

叶一目。同庁、、

で
あ
る
が
、
彼
り
示

L
て
ゐ
る
H
V
B
M仏

ω

た
る
筆
者
の
云
ふ
大

の
一
五
ふ

Jlt 

Bowley， Elemenls _o[ ~t~tis~](~J 4tih. ccJ.， p. 4 
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量
槻
-M
需
は
、
立
(
の
理
論
に
封
す
る
も
の
で
は
な
(
、
大
量
槻
察
の
理
論
は
な
は
別
簡
に
作
す
る
。
放
に
、
例
へ
ば

筆
者
の
謝
ム
所

ω大
量
制
叫
袋
に
釘
し
て
は
、

「
大
数

ω法
則
」
り
如
き
は
何
等
的
理
論
的
地
盤
に
与
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
統
計

M
祈
法
の
み
を
統
計
苧

ω針
象
ご
す
る
こ
巴
は
、
枇
一
同
科
卒
に
於
け
る
統
計
学
り
怠
義
を
充
分
に
把
握

し
て
ゐ
る
も
の
で
わ
る
ご
一
五
ム
一
ミ
」
は
出
来
な
い
。
兎
に
閃

E
E
E
E
の
如
き
は
、
質
質
的
に
興
へ
る
内
容
は
別

ご
し
て
、
其
の
鰻
系
に
於
て
は
一
覧
し
て
居
ら
ぬ
川
閣
が
ゐ
る
o

勿
論
、
統
計
事
を
理
論
統
計
平
正
賞
際
統
計
皐
に

ト
d

U

1

弘
子
者
も
h

グ
な
〈
は
な
い
u
D
で
ゐ
る
か
ら
、
川
畑
、
る
立
川
掛
か
ら
、

う

Ir--
一

-

H
，}
M
O
O
氏
。
ご
]
J
h
H
M官、

)
時
T
L
i

u
t
-
-、.4t
一
際
は
理
解

L
得
る
伐
に
出
は
れ
る
が

枇
命
目
的
集
州
聞
も
大
量
吋
集
同
的
研
究
り
方
法

ω理
論
は
、

、‘
... 

間
半
仁
一
般
的

ω集
凶
的

叫
帆
究
山
理
論

ωみ
よ
b
成
る
も
の
で
は
決
し

τな
い
c

北
(
り
集
閥
的
問
側
先
は
不
可
分
離
に
大
量
制
剛
山
内
A

ご
統
計
解
析

よ
り
成
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共

ω理
論
は
骨
同
然
に
此
の
雨
者
の
理
論
で
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
γ
0

従
i

理
論
統
計
四
学

は
此

ω附
者

ω
畑
山
一
諭
仕
掛
象
£
f
る
も

ωで
ゐ
b
、
質
際
統
計
事
は
、
共
慨
的
に
乱
品
目
的
作
敢
闘
郎
も
大
量
を
限
定

[
、
其

ω理
論

ω治
川
を
刑
先
ず
る
も
の
ご
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
り
同

E
E
E
D
ー
り
所
制
方
法

ω弔
問
で
ゐ
る
ご
云

ふ
主
張
ご
北
つ
著
作
に
現
れ
つ
宵
際
£
.
F
有
機
的
の
一
世
セ
な
し
て
厄
ら
や
」
ご
は
恐
ら
く
否
定
占
る
占
}
一
べ
」
以
出

来
V
い
で
あ
h
'
っ。

4
0弓
凶
批
一
許
は
陥
に
失
す

ω
が
必
す
し
も
信
ら
尚
も
の
ご
一
式
ふ
ζ

ピ
は
由
来
な
い
。
筆
者

は

}CC骨
冨
ロ
ロ

の
以
放
っ
た
内
容
は
寧
ろ
、
一
耽
曾
科
卒
に
一
位
泣
を
典
へ
ら
る
可
ラ
統
計
事
ご

L
τ
-
}
そ
意
味

の
あ
る
も
の
で
ゐ

h
、
何
世
苦
ん
で
炉
特
に
、
科
事

ωあ
ら
ゆ
る
部
門
に
於

τ泊
用

ω可
飽
』
る
一
般
的
方
法
論

程
前
統
計
諭
の
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

-
六
七

例-...[:(¥Volrf円加1。
倒へば Tysz¥.::a，zi~ek ， Conradの如 Lo
¥Volff， TIICOrClische Slrttistik， s. 12~ 
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経
済
統
計
諭
白
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

一
六
八

で
め
る
ご
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
か
を
疑
ふ
者
で
あ
る
。

吋
巳
o
の
如
く
統
計
的
理
論
は
統
計
解
析
法
を
調
象
正
す
る
ピ
云
ム
見
地
aT
採
る
者
は
共
川
り
主
張
に
於

τ
徹
底

し
て
ゐ
る
が
、
か
、
る
立
場
内
維
持
し
得
ぬ
ニ
ご
け
旬
、
般
に
述
べ
た
所
か
ら
h
H
定
し
得
る
ど
思

i
o

旬
。
三
々
が
‘

ω
E
H
E
E
E
L
4
印
氏

2
2
0同
H
L
R
m
n
E
B
Z
B
Z
印
口

B
9
0同
〉
耳
目
向
。
仁
分
っ
て
照
る
こ
ど
は
、
来
同
的
研
究
を

一
般
的
に
な
寸
方
法
山
梨
問
ピ
、
統
計
解
析
法
を
諭
す
る
附
宇
問
ご
を
明
ら
か
に

Lτ
ゐ
る
絞
に
思
は
れ
る
が
、
其

宣
言
葉
白
煙
・
統
計
解
析
を
専
ら
重
要
印
刷
し

τ
ゐ
る
こ
ご
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
刑
曾
的
集
凶
の
、
集
凶

的
研
究
の
方
訟
の
御
念
は
必
ム
ず
し

6
徹
底
L
て
お
ら
や
，
、
恐
ら
〈
彼
の
調
ふ
統
計
場
も
共
の
紡
に
於
て
出
向
E
F
Eロ

に
類
似
す
る
も

ω
で
は
あ
る
ま
い
か
。

統
計
事
が
資
質
的
山
科
卒
で
ゐ
る
ご
一
五
ふ
立
場
を
採
る
者
は
統
計
事
者
殊
に
獅
一
地
U

統
計
卒
者
に
多
(
見
る
所

で
あ
る
が

筆
者

μ
か
、
る
立
場
に
劃
し
て
は
全
然
貸
成
す
る
こ
ど
が
出
来
な
レ
。
彼
等
の
論
中
る
所
じ
依
れ

ば
、
そ
の
科
問
中
的
釣
象
は
大
量
現
象
で
ゐ
h
、
共
の
方
法
は
大
量
制
察
法
で
ゐ
る
ご
一
五
ふ
が
、
恨
A
7
.

其
の
謂
ム

所
の
岩
山
田

g
z
o
z
n
r
Eロ
聞
に
統
計
解
析
誌
を
幾
分
包
合
せ

L
U
る
正
し
て
も
、
共
の
研
究
は
、
前
述
し
た
統
ー

計
的
研
究
で
あ
り
、
大
H

且
り
築
制
性
の
記
哉
郎
も
統
計
法
則
を
誘
導
す
る
こ
ど
に
正
ヤ
ま
る
。
統
計
法
則
は
、
集

団
性
叫
嗣
数
的
依
存
関
係
争
」
語
る
に
ご
い
V

ま
h
、
よ
b
以
上
の
意
味
を
有
つ
も
の
で
は
な
い
。
斯
が
る
研
先
は
要

す
る
に
、
枇
曾
科
卒

ω
研
究
の
一
過
程
で
ゐ
っ
て
、
そ
の
会
き
も
の
で
は
な
い
o

我
々
は
統
計
的
研
究
に
依
h
、

Bowley. L1ements of Statistics. p. 82 1) 
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朝
間
象
e
f
E
礁
に
把
握
す
る
機
曾
を
得
h

科
問
中
的
研
究
を

U
V
殿
密
に
師
納
的
た
ら

L
め
得
品
川
炉
、
此

μ
に
依
り
、

制
到
品
識
を
解
剖
L
品川析

L
、
叱
Jω
法
則
印
ち
悶
川
市
附
係
を
定
N

得
る
も
の
で
は
決
L
T
な
い
。
勿
論
、
車
仁
、
統
計

を
利
用
し
或
は
統
計
解
析
法
を
偶
々
一
地
用
し
た
る
の
依
に
、
科
卒
的
研
究
を
特
に
統
計
的
研
究
己
秘
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
自
ら
別
問
題
で
あ
る
o

新
〈
の
如
き
統
計
的
研
究
な
ら
ば
、
貨
は
そ
れ
は
経
拙
問
問
中
、
則
合
平
等
批
曾

科
学
的
各
部
門
に
凪
す
る
も
山
り
で
あ
っ
て
特
に
取
り
立
て
、
統
計
問
中
な
る
枇
曾
科
卒
が
存
立
す
る
も

ω
ご
は
解
せ

ら
れ
な
い
Q

対
質
的
科
卒
ピ

L
τ
山
統
計
平
山
存
ぃ
仕
を
主
張
す
る
卒
者
は
、
統
計
川
上
は
大
量
現
象
を
針
象
ご
す
る
ご
一
五
ふ

も
-
枇
品
円
科
山
中
が
、
枇
作
的
現
象
を
劉
象
J

」
す
る
以
上
、
例
慨
的
な
る
研
究
掛
象

ωみ
な
ら
す
、
大
H
M
現
象
が
わ
仔

在
す
る
な
ら
ば
、
営
然
に
之
れ
を
も
北
一
針
象
己
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
性
質
り
も
の
で
め
る
o

認
識
す
べ
き
も

ωを
認
誠

せ
や

L
て
科
卒
は
成
立
し
な
し
。
例
へ
ば
、
総
務
山
学

μ
、
経
済
的
な
る
現
象
し
大
量
現
象
が
ト
伴
氏
す
れ
ば
、

台
北
(
釦
城
?
り
迫
ふ
t
、
大
量
現
象
な
ら
び
る
も
の
、
み
を
扱
ふ
守
」
ご
は
、
北
(
の
科
血
干
ピ

L
て
の
性
質
が
之
れ
を

許
百
円
勿
論
科
皐
的
な
b
き
る
経
泌
向
学
は
、
特
別
な
る
浬
由
1

1
科
山
学
的
な
ら

F
る
理
山
ー
ー
か
ら
常
然
に
科

準
的
介
析
を
加
ふ
ペ
き
も
の
を
意
誠
的
に
避
け
或
は
之
を
研
究
附
内
の
も
の
た
ら
(
め
ぬ
事
は
往
々
に
し
て
、
否

雄
々
見
る
所
で
は
ゐ
る
が
、
斯
〈
内
如
き
は
‘
全
〈
科
皐
ご
な
し
得
ぎ
る
が
放
に
問
題
さ
は
な
ら
な
い
。

然

ら

ば
、
統
計
早
川
か
特
に
そ
れ
ら
の
幕
開
的
領
域
か
ら
、
大
量
現
象
の
み
を
奪
っ
て
濁
立
の
科
事
正
す
る
意
味
が
何
鹿

担
出
統
計
諭
山
性
質
に
仰
す
る
一
考
奈

~ 
J、
;Jc 

'. ' 



経
済
統
計
論
の
性
質
に
制
す
る
一
考
察

4二
O 

仁
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
o

此
凶
一
以

ω事
者
は
、
碇
も
に
大
量
現
象
山
研
究
方
法
の
特
段
な
る
を
以
て
其
め
現
山
ご
す

毛
で
め
ら
う
。
併
し
彼
等
り

ωgzu昨日円

Z

Z丘『。
ιの
は
、

た
い
a

そ
れ
り
み
を
以

τは
大
量
現
象

ω
記
誠
以
上
ゆ

科
山
中
的
意
味
は
な
い
と
す
れ
ば
、

乱
札
げ
科
凡
ナ
り
目
別
先
か
刀
法
己
し
工
会
き
も

ω
で
な
い
こ
己
は
一
式
ム
迄
勺
な
い
で
わ

ら
う
o

延
に
口
忠
明
を
譲
つ

τ大
量
現
象
り
記
峨
を
日
的
、
」

A10川
弔
問
が
統
計
事
で
あ
ム
リ
、
記
越
利
棋
で
ゐ
る
と
す

る
こ
己
は
一
叶
指
で
あ
ら
フ
か
。
筆
者
は
大
量
現
象
の
み
記
作
戦
し
て
、
刷
命
日
科
問
中
中
に
一
位
置
を
奥
へ
ら
る
ぺ
き
記

載
科
事
が
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
を
疑
は
ゴ
る
を
得
な
レ
。
何
ん
ご
な
ら
ば
.
hr
、
る
記
載
に
於
て
何
等
有
機

的
山
組
側
ゐ
る
一
世
乙
な
h
得
べ
当
性
質
を
認
め
得
な
い
か
ら
で
あ
る
o

ヨ
』
山
こ
己
は
、
現
仁
資
質
的
科
山
学
ご
し

〈

τω
統
計
町
中
を
主
張
す
る
一
人
の
著
名
な
る
問
中
者
自
主
ハ
が

P
E
E自
己

2
印

z
g
z
r
r於
て
山
内
へ
た
質
質
的

利血中
E

己
し
工
山
統
計
学
内
組
械
を
鬼
れ
ば
、

思
宇
に
過
「
る
も

ωが
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
。
如
何
に
共

ω
機
械
的
に

L

て
、
統
計
問
中
が
濁
立
り
枇
品
目
科
間
半
ご
し
て
伶
b
に
獅
創
性
的
な
き
に
鷲
〈

ω
他
は
な
い
。
更
仁
策
際
に
於
て
葉
表

題
に

R
h
p
出
宮
門
広
-o
印

E
E
z
r
g血
者

向

N
T
L
Z
E
O吾
a
S
F
r
o
-
-
己
云
つ

τ、
断
'
り
童
百
き
は
し
っ
、
も
、
何
ん
ぞ

共
的

ω司
ONFo--o
恒
常
任
。
品

g
r
r日

の
多
〈
し
工

以
内
向
門
mw

ユ。
=
o
m片
山
門
戸
凶
民

r

の
委
を
見

F
る
こ
ご
の
甚
し
き
!

若

L
Z
m三
山
如
(
、
統
計
的
研
究
以
上
に
進
ま
ん
正
す
引
い
ば

.
z
m
E出
切
民

r
z
E
の
g
o
-
-
R
E沖
ω
-
o
z
t
t
、
日1
F十

" 

広
口
町
な
ら
vF
る
も
の
を
加
へ

F
る
を
得
な
い
。

ニ
の
こ

Z
U
F
F
}己
目
印
日
常
『
が
三
印
む
宏
氏
自
自
己
同
n
cロ
O
E円
2
.. 

mm-rw巳
ω巴の
ωhwロ
ι
山
。
氏
。
]
認
可
、
噌
ご
一
五
ふ
正
異
る
所
は
な
い
c

何
放
に
統
計
撃
を
以
て
、
方
法
の
問
中
間
正
端
的
に

・e



云
ひ
得
な
い
の
で
あ
ら
一
ヲ
炉
。
現
賞
に
不
可
能
な
向
弔
問
を
形
式
的
に
定
義
的
に
存
在
せ
し
め
て
も
、
科
事

t
L
て

は
何
悼
す

ω意
義
を
有
つ
も
り
で
は
な
〈
、
単
な
る
遊
戯
、
血
午
悶
を
弄
ぶ
も

ωで
あ
る
。
現
に
、
如
何
じ
問
中
間
り
遊

な
ほ
一
例

ω例
を
加
へ
る
な
ら
ば
、
叶
〕
E
N
E
で
め
る
o

彼
的
論
争
る
戸
5
2
R
E
3
5
E巳
ω
民}内な

戯
者
的
多
=
!

る
も
り
は
、
第
一
に
方
法
の
説
明
を
問
題
ご
(
、
第
二
段
に
於

τ知
り
得
た
る
方
法
を
以

τ経
済
諸
閥
係
を
相
川
剖

L
、
又
ニ
れ
に
枕
い
て
規
則
性
‘
法
則
性
を
見
定
め
る
-
て
こ
に
在
。
ピ
云
ひ
な
が
ら
・
哨
日
際
仁
は
、
仙
川
山
単
な
る
大

量
似
山
門
市
に
就
い
r

し
の
説
明
ど
現
在

ω
制
査
法
を
解
説
し
一
1
ゐ
る
に

t
h
v
ま
っ
て
一
向
に
科
製
正

tτ
の
統
計
棋
は

現

μ
~
お
ら
な
い
。
加
叫
逸
間
半
者
山
り
通
弊
た
品
川
削
念
論
が
、
統
計
問
中
の
性
質
論
に
於
て
遺
憾
な
〈
限
海
さ
札
る
ハ
で

あ
る
が
、
現
貨
に
、
如
何
に
彼
等

ω一
五
ふ
所

ω貧
し
き
も
の
な
る
炉
を
見
れ
ば
、
質
問
H
的
科
学
ピ
[
τ

の
統
計
皐

の
科
皐
性
の
な
き
も
の
な
る
が
ャ
明
ら
か
で
あ
ら
・
フ
。

一
々
一
引
用
し
吟
味
す
る

ω迭
は
な
い
が
・
-
対
質
的
科
学
正
し
て
の
統
計
学
を
絡
め
る
皐
者
は
、
戸
、
。
】
『
『
の
如
き

を
除
い
て
は
、
何
れ
も
方
法
論
ご
し
て
の
統
計
皐
を
沼
め
る
者
で

h
る
が
、

か
、
る
性
質
山
会
〈
其
る
二
佃
川
り
も

の
が
一
仰
心
統
計
平
に
機
械
的
な
関
係
に
於
L

存
在
す
る
こ
己
白
糖
、
同
学
問
の
性
質
に
反
す
る
o

戎

ω、
此
れ
を

説
明
し
亡
、
一
此
借
問
的
科
血
?
の
進
歩
サ
ザ
己
ゐ
状
態
心
下
に
於

τは
無
理
な
き
こ
ご
で
あ
り
、
或
は
止
む
を
得
な
レ
イ
」

論
争
品
川
r
も
知
れ
な
い
が
、

炉
、
る
議
論
は
会
〈
便
宜
論
に
正
V

ま
る
。
事
ん
、
統
計
的
研
究
を
以
て
、
各
自
叫
門

に
s協
す
る
特
殊
研
究

t
L
τ
見
る
守
司
ご
の
如
何
に
合
理
的
で
、
而
も
便
宜
で
あ
る
が
知
れ
な
い
。
苛
ん
で
機
械
的

組
済
統
計
諭
の
刊
質
に
闘
す
る
一
号
務

ヒ

r)む ka.¥Vic白chaftssta:istll.，S. I. 



臨
済
統
計
論
白
性
質
に
附
す
る
一
考
察

t 

な
る

ω可
ω
宮内

HM
を
案
中
る
が
如
き
は
会
〈

mmω
極
み
で
あ
る
。
筆
者
は
、
如
何
な
る
説
明
内
奥
へ
ら
れ
よ
う
ピ
も
、

資
質
的
の
科
卒
ご
し
て
の
統
計
亭
の
如
き
は
存
在
せ
泊
、
叉
存
在
し
得
ぬ
も
の
ご
信
す
る
者
で
ゐ
る
c

以
上
述
べ
京
市
た
っ
た
所
で
明
ら
か
な
る
が
如
〈
、
筆
者

ω
考
へ
る
所
に
依
れ
ば
、
統
計
川
中
は
方
法
の
皐
問
で
あ

り

そ
れ
は
、
大
量
制
察
法
ピ
統
計
肝
析
法
ど
を
内
容
記
す
る
統
計
方
法
を
研
究
掛
象
正
す
る
o

従

τ.
統
計
事

は
、
獅
逸
川
り
皐
者

ω諭
中
る
が
如
、
ガ
ペ
リ
点
目
見
号
。
o
z
n
r
Z
H
M叫
を
り
み
問
題
-
じ
す
る
方
法

平
問
で
は
な
〈
‘
又

英
米
の
皐
者
的
論
子
る
統
計
解
析
法
的
み
を
収
披
ふ
方
法
論
で
は
な
い
。
放
に
、
筆
者
の
一
五
ム
統
計
皐
は
、
乱
机
曾

科
胤
干
の
問
削
減
に
其
の
地
位
を
典
へ
ら
れ
る
皐
附
で
ゐ
る
ご
一
式
は
ね
ば
な
ら
品
。
而
し
て
、
筆
者
は
、
統
計
皐
は
、

統
計
方
践
の
一
般
的
現
論
を
北
九
内
骨
子
ピ

L
、
札巧

ω島
T

問

ω性
質
、
同
世
述
史
、

H
A
北(の
H
T
科
等
、

一
般
的
部
分
を

論
ず
る
原
論
己
、
特
殊
科
学
的
各
傾
城
に
於
て
府
び
ら
る
べ
き
方
法
を
論
十
る

4
Z
を
北
(
の
主
た
る
内
容
ご
す
る

各
論
三
よ
り
成
る
ら
の
正
考
へ
る
o

い
ふ
跡
、

二
、
に
統
計
肱
干
を
如
何
に
組
織
せ
し
む
ぺ
き
か
は
全
〈
問
題
外
的
-
-
ご
で
ゐ
る
。
筆
者
は
、

た
h
y

本
文

の
取
扱
』
所
い
純
一
的
統
計
諭
rs
る
も
り
は
、

か
、
る
統
計
向
学
的
各
論
川
山
部
分
に
入
る
べ
き
一
制
的
串
間
な
る
司
、
正

ヤ
越
ぶ
れ
ば
足
る
o
然
ら
げ
u
.

何

故

日

新

く
J
U

如
き
各
論
的
い
研
究
が
統
計
平
仁
必
要
で
ゐ
る
か
、
換
言
す
れ

ば
、
枇
曾
訓
相
肌
宇
U

各
部
門
に
於
し
、

特
殊
な

ι統
計
方
法
的
研
究
が
必
要
心
せ
ら
れ
』
Q

U

は
如
何
な
る
理
由
に
基

づ

t
も
の
で
あ
る
か
。
此
的
問
題
は
、

一
般
的
に
は
、
阪
に
逃
ペ
た
統
計
方
法
の
性
質
を
顧
み
れ
ば
自
ら
答
へ
得

..'. ' ， ， 



る
所
で
あ
る
。
筆
者
が
統
計
方
法
正
云
っ
た
り
は
、
枇
曾
的
集
幽
印
ち
大
量
の
集
図
的
碗
先
を
な
す
方
法
を
意
味

L
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
此
の
方
法
は
大
量
制
察
法
ピ
統
計
解
析
法
よ
h
成
る
。
品
叫
に
、
統
計
向
学
各
論
を
存
立
せ

し
む
る
ヨ
」
ご
の
必
要
川
有
無
は
、
此
の
統
計
方
訟
の
二
要
素
に
就
い
て
、
共
的
必
要
が
あ
る
が
否
ル
に
依
っ
て
定

ま
る
一
』
ご
で
あ
る
o

而
し
て
其

ω答
は
叉
自
ら
、
大
量
脱
出
祭
訟
の
性
質
ど
統
計
解
析
法
的
性
質
ご
を
知
z
ぞ
』
正
に

依
ん
っ
て
可
能
正
な
る
品
計
円
で
あ
る
。
而
し
て
筆
者
は
、
阪
に
之
れ
を
述
べ
た
の
で
は
め
る
が
、
夏
仁
滋
仁
、
経
隣
統

討
論
ケ
小
心
ご

L
て、

右
の
問
題
に
就
い
て
山
中
見
を
遁
べ

τ見
た
い
ご
思
ふ
。

四

大
川
一
但
仰
山
品
川
の
問
問
子
ご
し
て
、
筆
者
は
先
に
単
位
ご
楳
識
正
時
ピ
場
所
ご
を
皐
げ
た
が
、
大
H

旺
州
側
察
法
は
此
の

問
凶
子
を
如
何
に
定
的
、
而

L
て
如
何
に
し
て
大
量

ω集
固
さ
し
て
の
大
3
・
集
凶
性
の
方
向
Z
強
民
ご
を
明
ら

か
仁
な
し
得
る
か
の
問
題
を
合
ん
で
ゐ
る
o

然
ら
ば
、

か
、
る
方
法
は
如
何
に
す
れ
ば
求
め
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う

力主
。

一
仰
の
刷
品
目
的
集
削
即
も
大
量
仁
着
目
す
る
場
合
仁
其
の
集
闘
の
大
き
は
単
位
の
数
戒
は
量
で
あ
る
。

o 
il!l 

命
的
集
凶
印
も
大
H

且
に
着
目
し
た
ご
一
五
ふ
こ
己
は
我
々
の
生
活
、
質
践
の
上
か
ら
、

か
、
る
集
阿
に
閥
心
を
有
た

F
る
を
符
な
い
か
ら
で
ゐ
る
が
、
枇
曾
科
事
も
従
っ
て
父
蛍
然
に
か
、
る
集
回
全
問
題
ご
せ

Y
る
を
待
な
い
。
若

L
枇
曾
科
M
A

寸
ポ
強
て
之
れ
を
無
税
L
、
戒
は
諜
て
之
れ
を
禁
制
刷
野
に
入
れ
ぬ
場
合
に
は
、
そ
れ
は
科
苧
正
し

τ

組
消
統
計
簡
の
制
貨
に
闘
す
司
会
一
考
擦

-t 
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艇
消
統
計
諭
自
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

ヒ
回

の
般
密
性
-
T
失
ふ
の
み
な
ら
字
、

-
E
L
'
Z
K
J
且
て
み
、

司
H
q
7
ー
経
布
、

然
ら
ば
期
か
る
集
闘
は
如
何
に

L
τ
碓
貨
に
把
握
し
得
宅

が
。
統
計
方
法
正
し

t
の
大
量
制
察
法
の
役
目
は
こ
、
仁
在
る
G

而
L
て
比
の
枇
曾
的
集
嗣
郎
L
大
量
を
捉
へ
る

た
め
に
は
、
少
〈
む
之
れ
を
拠
ヘ
川
町
る
単
位
を
促
へ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
軍
位
が
何
ん

r
ゐ
る

か
を
明
確
に
規
定
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
十
人
は
、
梶
へ
ん
己
寸
る
集
聞
を
完
全
に
捉
へ
得
き
る
の
み
な

ら
す、

反
っ

τ異
る
も
り
を
は
(
の
集
回
己
認
る
場
合
が
初
出
い
ご
は
云
へ
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
来
た
し
て
如
何

に
す
れ
ば
車
紋
的
決
定
は
可
能
で
あ
る
か
。
ぞ
れ
は
車
な
る
抽
象
的
な
統
計
準
原
論
の
拠
へ
る
所
的
知
識
を
以

τ

し
て
は
不
可
能
で
、

比
(
の
枇
耐
H

的
集
凶
印
ち
大
量
を
針
象
己
す
る
枇
九
四
科
学
一
の
特
殊
'
尚
門
の
教
ふ
る
所
に
依
ら
ね

ば
な
ら
向
。
従
来
の
統
計
事
者
以
、

つ
ま
ら
な
い
出
版
活
心
に
閃
は
れ

τ、
大
置
を
臼
H
T
述
内
湖
占
物
の
如
〈
一
五
ふ

一炉、

-Nは
大
肢
は
、
引
川
島
ぼ
科
平
山
各
部
門
山
肌
先
に
於

τ、
理
論
的
に
訟
識
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
・
統
計
山
市
千

は
・
比
等
市
町
諸
科
胤
干
の
力
に
依
つ
JL
其
の
有
什
廿

ω認
識
ゼ
ら
れ
い
、
成
は
進
凡
で
理
論
的
に
或
る
判
何
度
内
解
剖
己
分

析
己

ω加
へ
ら
わ
れ
た
所
り
も

ωを
如
何
に
数
量
的
仁
把
握

L
.
叉
解
析
す
べ
き
か
の
方
法
を
研
究
す
る
に
己

v
ま

る
o

放
に
、
恥
品
目
的
集
凶
印
も
大
量
り
槻
・
料
品

ω第
一
段
、
間
半
位

ω決
定
に
於
て
も
、
先
づ
此
等
を
北
(
山
研
究
領
域

ピ
す
る
枇
曾
科
学
が
民
へ
る
所

ω知
識
を
願
み
、

且
力
批
判

Lτ
、
科
準
的
な
る
方
訟
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
依

ご
を
有
つ
一
二
ご
に
依
つ

τの
み
研
究
し
得
る
こ
ど
は
、

た
γ

一
因
子
柁
る
単
位
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

に
大
量
制
伴
祭
訟
は
、
統
計
半
岡
山
論

ω
奥
へ
る
抽
象
的
規
定
正
共
に
枇
合
科
地
T

の
特
殊
の
部
門
に
於

υ40深
き
知
識
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同
じ
こ
正
は
様
識
に
就
い
一
ー
も
云

ο得
る
こ
と
で
あ
る
。
共

ω批
命
的
集
周
卸
も
大
量
に
就

ντ
如
何
な
る
集

同
性
の
方
向
を
定
め
る
か
、
郎
も
如
何
な
る
棋
識
を
己
る
か
仏
、

hr
、
る
集
凶
を
針
象
正
ー
し
て
取
扱
」
刺
合
科
卒

の
滋
ふ
る
所

t
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
'
勿
論
か
、
る
枇
曾
科
卒
は
決
し
て
、
此
の
柿
山
り
集
倒
を
数
量
的
に
把
握
し

-
居
允
も
の
で
な
い
司
』
己
は
確
か
で
あ
る
が
、
理
論
的
仁
は
充
分
に
認
識

L
τ
居
h
、
共

ω
科
削
中
の
理
論
一
古
川
此
附

L
t
居
っ
た
も
の
で
ゐ
る
-
』
正
は
疑
ム
こ
ご
が
山
古
都
な
い
γ

。
大
量
制
第
法
は
、

か
、
る
科
皐
を
理
解
じ
且
つ
批
判

[
-
而
も
統
計
山
学
原
論
の
一
般
的
抽
象
的
規
定
内
下
仁
於
1
、
如
何
な
る
棋
識
を
選
ぶ
-
』
ど
の
泊
切
安
蛍
な
る
か

を
研
究
す
る
-
』
ピ
を
目
的
正
す
る
c

依
仁
、
大
量
凱
山
梨
訟
仏
，
現
府
民
仁
は
、
各
特
殊
山
町
一
枇
曾
科
山
学
的
部
門
に
於

τ

研
究
せ
ら
れ
て
初
的

τ、
異
的
科
卒
的
問
先
法
ご
し
て
の
賞
用
を
生
中
る
o

而
[
て
、
叉
か
、
る
特
殊
部
門
に
於

り
る
大
量
削
叫
ん
条
件
前
的
研
究
の
滋
達
す
る
に
従
つ

τ、
統
計
柴
原
論
に
於
け
る
抽
象
的
規
定

ω持
温
性
は
大
ご
な
り

確
府
民
ど
な
今
、
統
計
皐
は
進
歩
す
る
。

殊
に
、
縦
渋
川
川
寸
の
印
刷
域
に
於
「
し
大
量
柳
家
訟
の
研
究

ω必
要
な
る
こ
ご
は
、
現
に
切
W
H
に
戚
せ
ら
れ
1
ゐ
る
所

で
ゐ
る
ο
査
し
、
縦
際
的
な
る
大
量
を
如
何
に
把
握
す
ぺ
き
h
p

己
一
五
ム
問
題
に
就
い
一
ー
は
、
従
来
的
統
計
向
学
的
研

究
し
解
決

L
た
所
は
秘
め

τ少
〈
、
而
も
現
代

ω
級
協
相
生
活
仁
於
て
も
又
耐
脚
臨
相
肌
干
の
理
論
的
研
究
仁
於
t
、
大
量

を
問
題

εす
る
所
が
極
的

t
多

ν
か
ら
で
め
る
o

経
隣
現
象
を
統
計
的
に
扱
ム
態
皮
は
政
治
相
坪
術
平
一
派
ご
共
仁
古

い
が
、
而
も
統
計
隼
の
従
連
か
ら
見
れ
ば
、
従
来

ω統
計
半
以
、
人
口
現
象
中
心
の
統
計
皐
で
ゐ
っ
た
正
一
五
り
て

卸
持
統
計
諭
白
酔
到
に
刷
ナ
る
一
考
案

t 
ii 
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経
済
統
計
諭
山
性
質
に
闘
す
る
一
考
察

一
七
六

も
、
決

L
Z
過
言
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
勿
論
、

経
済
的
大
量
に
就
い

C
も
決

L
て
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
が

圭
れ
が
派
〈
追
及
す
る
印
刷
記
な
ら
ば
か
つ
に
り
は
、

経
済
生
活
に
於
て
、

斯
か
る
大
量
に
閥
心
を
有
つ
程
度
の
進

凶
脱
を
迂
げ
す
、

経
腕
瑚
論
仁
於

τも、
現
象
T
北
(
的
佃
別
牲
に
於

τ槻
て
築
制
性
仁
於
て
、

批
品
目
的
に
捉
へ
ょ
う

ご
は
し
な
か
っ
た
所

ω
傾
向
に
依
ね
す
る
も
の
で
あ
る
o

併
し
現
在
の
科
学
的
な
る
純
情
山
中
は
、
総
憐
現
象
を
耽

曾
に
於

τ日
晶
、
倒
人
に
於
て
恥
川
慨
は
な
い
。
例
入
品
心
理
ど
以
f
L
枇
命
的
集
凶
の
有
つ
集
間
性
士
推
す
が
如
き
乱

誌
は
敢

τし
な
い
の
で
の
る
o

hr
、
る
態
度
は
、
枇
曾
科
山
中
ご

L
τ
の
経
済
山
中

ω
蛍
然
机
る
べ

-E
所
で
賛
一
百
を
副
賞

廿
一
同
刷
所
で
ゐ
る
が
、
現
に
化
れ
が
サ
世
に
し
く
説
ら
れ

τゐ
る
こ
E
は
、
人
山
り
知
る
一
助
で
ゐ
ら
F

ヲ
o

放
に
、
科
山
中
的
な
る
縦
掛
川
市
干
の
立
場
に
於

τは
・
現
に
存
在
す
る
枇
品
目
的
集
凶
印
L
大
量
を
確
貨
に
捉
へ
、
此

の
大
祉
の
街
つ
集
凶
性
を
認
識
す
る
ニ
ご
は
必
然
的
に
要
求
せ
ら
れ
る
所
で
な
げ
れ
ば
な
ら
前
。
ま
し
て
、
経
燐

的
統
制
己
一
式
ふ
拙
か
ら
見

μ
ば
、
資
本
家
的
生
産
は
全
〈
無
政
府
的
で
あ
っ

τ、
資
本
家
山
り
利
潤
り
追
求
的
な
る

活
動
に
委
か
せ
ら
札
て
ゐ
る
o

而
も
経
済
理
論
が
、
立

(ω
中
に
働
ら
〈
法
則
L
Z
見
出
さ
ん
記
す
れ
ば
、
先
づ
、

カ

、
る
活
動
、
己
其
の
惹
起

f
る
諸
現
象
を
ば
、
副
品
目
的
集
凶
正
し
て
見
ざ
る
を
得
な
い
の
で
心
る
o

鋭
い
経
済
卒
者

は
、
彼
等

ω
規
一
論
的
民
聞
に
於
て
.
ね
M

、
と
大
量
乞
理
論
的
に
認
識
し
、
刑
品
目
的
法
則
ゲ
一
定
立
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ

る
が
、
延
に
之
れ
を
検
設
す
べ
く
、
数
量
的
な
る
集
幽
の
誌
誠
、
集
図
性
の
方
向
及
強
度
、

一
定
方
向
的
集
幽
性

の
安
定
肢
の
如
、
き
が
要
求
せ
ら
れ
、
叉
理
論
的
研
究
的
素
材
正
し
て
此
等
の
材
料
が
要
求
せ
ら
れ

τゐ
る
の
で
あ

.週"一



品
。
之
れ
を
満
足
す
る
も
の
は
、
経
済
的
大
量
に
謝
す
る
大
量
観
察
法
の
研
究
以
外
に
は
な
い
。
於
是
、
経
済
理

論
の
要
求
す
る
所
の
、
而
し
て
之
れ
を
満
足
す
る
所
の
大
量
凱
察
法
の
研
究
は
如
何
仁
し
て
可
能
で
あ
る
か
の
問

題
を
生
十
る
Q

新
か
る
大
量
制
察
法

ω研
究
は
、
現
代
的
科
山
学
的
な
る
搾
併
用
f

の
充
分
な
る
理
解
の
下
に
於
て
の
み
許
さ
る
べ

き
こ
心
で
ぬ
る
d

充
分
な
る
理
解
な
〈
し
て
如
何
に
し

τ、
集
凶
を
捉
へ
、
叉
集
凶
性
を
認
識
し
待
べ
き
。
従
つ

τ、
経
済
的
大
越
に
就
い

τは
、
現
代
の
資
本
主
義
経
済
組
織
の
鋭
利
な
る
解
剖
ご
共
的
作
用
の
分
析
に
依
る
基

礎
的
知
誠
を
前
提
に
し
て
の
み
大
量
制
叫
ん
祭
は
可
能
で
め
り
、
立
(
の
方
法
的
研
究
は
之
れ
を
な

L
得
る
。
経
済
棋
の

理
論
は
、
総
燐
的
大
量
的
存
在
b
d
理
論
的
に
認
識
し
、

m論
的
仁
之
れ
を
分
析
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計

柏
市
千
は
.
其
山
理
解
り
下
に
、
観
察
内
方
法
を
併
先
す
れ
ば
足
る

ω
で
あ
る
。
従
て
、
大
量
制
奈
が
如
何
な
る
理
論

を
前
提
正
す
る
hr
に
依
ら
、
北
訂
結
果
の
自
ら
異
る
の
は
営
然
で
あ
る
o

何
れ
に

L
て
も
経
済
皐
は
、

か
、
る
方

叫
山
の
腕
先
に
珂
論
守
山
県
へ
、
又
か
、
る
方
法
に
依
て
得
た
る
結
果
hr
其

ω
理
論
構
成

ω素
材
ご

L
、
戒
は
理
論
の

総
指
に
用
ひ
る
o

放
に
、
統
計
事
が
か
、
る
経
憐
早
川
領
域
に
於
1
研
究
さ
れ
る
司
」
ど
は
、
統
計
問
中
己

L
て
賞
然

必
架

ω
喧
」
己
で
あ
る
と
共
に
、

経
掛
川
学
に
於

も
不
可
依
り
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
放
に
、

統
計
牟
を
か
、

る
傾
城
仁
限
っ
て
研
究
す
る
一
二
」
は
、
単
な
品
川
宜
に
ご
uv

ま
ら
や
'
必
要
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
C

詮
一
)

宅
は
、

刑
曾
経
済
ω
理
論
を
中
心
に
し
て
遁
ぺ
た
が
営
に
之
れ

ωみ
な
ら
す

企
業
経
済
印
も
花
縦
務

ω立
場

経
済
統
計
論
。
性
質
に
闘
す
る
一
考
器

一
七
七

事， ' 



組
済
統
計
諭
l

白
性
質
に
闘
す
高
一
考
察

む
A 

に
於

τも
同
械
の
こ
ご
が
一
五
ひ
得
る
ご
思
ム
。
企
業
的
合
理
化
、
企
業
の
科
率
的
縦
倍
ピ
云
ふ
が
刻
、
主
要
求
は
、

資
本
中
毒
剛
山
一
一
両
戊
の
脇
田
雄
己
共
仁
必
然
的
仁
起
h
来
る
可
き
も
の
で
あ
り
、
現
に
院
し
〈
叫
ば
れ
て
日
出
る
こ
ピ
で

あ
る
が
、
期
か
る
'
合
理
化
・
科
向
学
化
三
瓦
ふ
こ
ご
は
、
師
す
る
所
、
企
業
的
経
倍
を
支
配
す
る
法
則
を
畿
見
L
、

そ
れ
に
従
ふ
守
】
己
に
ゐ
る
o

所
端
、
花
経
持
経
消
息
a

的
如
、
一
き
は
、
期
hr
る
意
味
に
於
一
1
串
間
的
存
在

ω意
義

ω在

る
も
の
三
五
は
ね
ば
な
ら
一
両
。
而
し
て
此
的
稲

ω山
中
間
的
判
象
ご
し
て
研
究
す
る
領
域
に
於

τ、
者
L
大
量
現
象

が
問
題
正
さ
れ
る
ご
す
れ
ば
、
如
何
に
し
て
こ
れ
を
儲
貨
に
捉
へ
得
る
か
の
問
題
を
生

ι其
の
方
法
の
研
究
を
必

要
正
す
る
評
で
ゐ
る
υ

か
の
可
口
語
ZHRω
早
急
ω
m
Z
H
E巳
r
の
如
き
は
、
其
的
意
味
に
於
て
重
要
な
る
職
孔
げ
を
有
つ

も

ω
t考
へ
ら
れ
る
O

(

訂

右
は
専
ら
、
統
計
方
法
の
中
、
大
丸
帥
削
蹴
察
法
を
中
心

t
L
て
逃
ぺ
た
が
同
じ
ご
ご
は
、
統
計
解
析
法

ω問
題
に

就
い

τも
一
五
ひ
得
る
こ
さ
で
あ
る
。
勿
論
、
集
図
的
研
究
法
ピ

Lτ
の
統
計
解
析
法
的
原
理
は
、
汎
ゆ
る
料
亭
山
町

部
門
仁
於
て
一
池
川
百
れ
る
も
の
で
め

h
、
北
(
山
り
川
帆
本
仁
於
て
特
異
牲
を
有
つ
も
り
で
は
決
L
て
な
い
o

併
し
、
間
配

済
統
計
を
解
析
す
る
質
際
の
方
法
は
、
斯
か
る
原
理
に
基
づ
〈
も

ω
、
、
自
ら
某
の
統
計

ω特
性
仁
従
っ
て
、
麹

蛍
な
る
方
法
令
』
研
究
す
る
必
要
が
わ

h
、
之
れ
を
人
口
統
計
ゃ
、
生
物

ω測
定
、
物
瑚
出
現
象

ω観
測
結
川
本
に
通
用

す
る
場
合
等
ピ
分
つ

τ研
究
す
る
を
使
宜
ご
し
、
又
hr
、
る
共
館
的
な
る
場
合
に
唱
到
す
る
質
際
的
の
研
究
、
鹿
用

i 

陸
爪
革
片
同
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
o

現
在
の
相
聞
の
理
論
の
如
き
は
、

<.' 



生
物
率
的
研
究
に
於
て
脅
達
し
た
も
の
で
あ

b
、
更
に
、
そ
れ
が
一
耽
曾
統
計
、
経
務
統
計
に
於
て
研
究
さ
れ
る
に

至
っ
て
、

εれ
ら
の
餌
械
に
於
て
、
特
別
な
る
意
味
正
重
要
性
合
有
つ
に
至
り
、
相
闘

ω方
法
が
統
計
解
析

ω
一

方
法
ご
し
て
、
極
め
て
有
用
な
る
意
義
を
有
つ
に
歪
っ
た
ご
ど
き
は
、
之
れ
を
資
澄
す
る
一
例
ご
す
る
こ
正
が
出

来
る
で
め
ら
う
。
却
も
統
計
解
析

ω方
法
は
、
兵
臨
的
に
、
共
の
取
扱
ふ
統
計
或
は
測
定
の
結
川
端
的
特
性
を
知
る

こ
己
に
依
っ
て
泊
切
且
つ
安
蛍
な
る
泊
加
が
可
能
正
な
り
、
叉
か
、
る
材
料
に
基
い
て
、
よ
b
よ
き
統
計
解
析
法

を
見
出
す
機
世
田
を
符
る
の
で
あ
る
o

統
計
解
析
怯
は
、
町
単
な
る
敷
地
一
a

で
は
な
い
、
解
折
法
の
形
式
的
な
る
意
義
を

知
る
の
み
で
は
共
貨
際
的
の
池
川
は
不
能
で
あ
る
o

こ
の
'
】
ピ
は
待
つ

τ筆
者
が
物
倒
指
数
h
T
論
じ
た
場
合
に
越

ャ

ペ
た
こ
と
で
あ

b
、
か
、
る
意
味
に
於
て
統
計
解
析
訟
が
統
計
の
各
稲
の
部
門
仁
於
て
、
夏
に
具
閥
的
に
研
究
さ

れ
る
必
要
が
ゐ
品
。

統
計
解
析
法
の
研
究
に
於
て
は
二
大
方
向
一
日
考
へ
ら
れ
る
。

一
は
、
統
計
解
析
訟
の
恭
時
四
迎
論
の
追
跡
で
あ

る
。
此
の
基
従
理
論
は
、
出
。
目
。
四
日
止

mupzr
正
問
Z
2。
m
E含
E
E且
芹
の
一
「
師
一

ω統
計
に
帆
到
す
る
統
計
解
析
法

の
根
織
を
先
朋
す
る
こ
正
に
在
る
o

数
迎
統
計
梨
な
る
言
莱
が
悲
し

mひ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

か
、
る
研
究
を
内
容

ピ
ー
る
も
の
に
輿
へ
ら
る
べ
う
名
で
あ
ら
う
正
筆
者
は
考
へ
る
o

仙
の
方
向
は
、
統
計
加
折
訟
を
ば
、
特
定
り
統

計
に
射
し

τ、
必
も
容
易
に
し
て
且
つ
鴻
確
な
7
0

方
法
た
ら
[
む
る
肱
川
の
研
究
で
あ
る
。

加
、
る
研
究
は
、
各

同
刊
の
統
計
印
刷
干
の
部
門
に
於
て
諭
廿
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
阪
に
地
べ
た
所
で
ゐ
る
o

部
凶
統
計
酌
白
制
H
A

に
制
ナ
る
一
考
捺

七

九

組坤論説銘二十問書体ニ批川陥、物{目指J!lfの志叫、
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相
内
総
司
論
自
性
質
に
闘
ナ
昌
一
考
察

入

O 

民
際
問
題
ご
し

τは、
地
託
、

経
済
統
計
に
就
い
て

純
々
の
統
計
解
折
法
そ
研
究
l

之
れ
を
以
て
絞
一
桝
統

討
を
解
剖
分
折
し
た
結
果
が

一
定

ω経
済
闘
係
或
は
扶
態
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
山
川
3
れ、

川叫に、

経
桝
統

討
の
時
系
列
(
叶

5
0
同日
ω
)
に
就
い
て
種
々
の
解
折
の
方
法
が
用
ひ
ら
れ
、

そ
れ
仁
就
い

τ、
長
期
揃
出
動
傾
向
、

季
節
的
畿
化
、
正
悦
態
・
循
瑛
期
等
の
名
を
拠
へ
、
総
憐
上
の
意
味
を
有
た

L
め
t
ゐ
る
が
、
的

μ

、
る
解
析

ω結

川
市
が
川
市
た
し
て
何
を
語
る
か
は

間
早
に
、

統
計
解
折

ω
理
論
の
み
な
ら
宇
、

よ
〈
純
情
的
大
量
山
性
質
並
に
共
の

大
量
制
察
訟
の
特
質
を
理
解
し
、
比
百
の
結
果
記
る
冊
税
務
統
計
を
確
貨
に
認
識
し
得
工
的
み
明
ら
か
ご
な
る
こ
正
で

あ
る
叫
其
の
意
味
も
明
ら
か
な
ら
す
し

τ
徒
ら
に
統
計
解
析
法
を
乱
用

L
.
こ
れ
を
以
て
統
計
的
研
究
で
あ
る

ご
す
る
が
如
、
き
は
、
平
間
的
に
は
会
〈
無
意
義
の
・
=
」
で
あ
る
こ
Z
は
諭
す
る
迄
も
な
レ
ニ
ご
で
は
あ
る
が
長

グ
滅
的
珠
洲
馴
究
等
古
都
し
て
‘
往
々
に
誤
ら
れ
て
ゐ
る
ニ
ピ
で
あ
る
o

此
等

ω貼
か

ι児
℃
も
経
憐
統
計
論
に
於

て
、
大
量
制
袋
法
ご
共
に
縦
済
統
計
に
於
け
る
統
計
解
折
法
の
路
用
を
仔
細
に
研
究
す
る
ζ

・
己
は
樋
め
て
重
要
な

る
意
義
を
有
つ
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
泊
。
蓋
し
、
斯
〈
の
如
き
は
、
経
済
理
論
ピ
共
に
統
計
解
折
法
を
研
究
す

る
者
に
於
て
の
み
可
能

ω問
題
だ
か
ら
で
ゐ
る
。

以
上
に
於

τ、
経
済
統
計
論
一
炉
、
経
済
的
な
る
大
量
に
閲
す
る
大
量
制
由
肝
不
法
記
、
経
済
統
計
に
閲
す
る
統
計
解

'
折
法
子
ぜ
共

ω研
究
封
象
ご
す
る
統
計
四
四
千

ω
一
分
料
で
ゐ

h
、
統
計
印
字
国
肌
論
に
針

Lτ.
各
論

ω
一
位
泣
を
占
む

員

-
ト
ピ
除
岡
山
刊
に
。
現
在
の
経
済
事
は
、
斯
か
る
統
計
方
法
内
腕
先
を
必
要
ご
し
、
其

ω大
な

捌課、知情統計制嬰 pp.311-312歩!!{t。* 
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る
後
迭
を
期
待
し
て
ゐ
る
二
ご
の
切
な
る
一
』
ご
は
、
経
済
忠
一
・
が
、
枇
曾
科
事
ご
し
て
、
而
し

τ経
験
科
事
ご
し

て
、
盆
々
比
(
科
卒
牲
を
深
〈
且
つ
大
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
常
然

ω要
求
た
る
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
こ
れ
を
統
計

山中

ω
一
部
門
正
し
て
特
殊
な
る
研
究
を
進
む
る
司
』
ピ
の
重
要
な
る
は
今
夏
一
瓦
ふ
迄
も
な
い
所
で
ゐ
る
o
然
ら
ば
、

こ
れ
を
如
何
に
組
織
す
吋
き
か
が
一
見
に
経
済
統
計
論
の
問
題
ど
し
て
残
守
』
ベ
び
れ
る
o

此
の
勅
仁
就
い
て
は
真
に
稿

を
改
め
て
研
究
し
た
レ
ご
思
ふ
・
肋
で
あ
る
が
・
貨
際
問
題
ご
し
て
は
、
純
情
的
な
る
大
量
は
極
め
て
複
雑
多
岐
で

ゐ
h
一
、
殊
に
北
(
の
大
円
且
削
山
山
路
市
は
、
現
に
後
述
し
て
ゐ
る
経
淡
町
府
干
の
議
郎
円
の
知
識
を
前
提
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
hr
ら、

そ
れ
ら
論
部
門
に
瓜

L
て
大
量
似
察
法
を
研
究
す
る
こ
ど
は
極
め
て
必
要
の
こ
ご
で
ゐ
b
、
此
叫
叫
す
が

綜
人
H
ゼ
ら
れ
、
抽
象
ゼ
ら
れ

τ、
一
般
的
な
る
総
務
統
計
論
的
大
量
御
察
法
を
奥
へ
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
統
計

事
会
館
に
就
い
て
前
越
し
た
如
〈
、
比
一
の
部
分
的
研
究

t
、
総
合
的
、
全
般
的
研
究
ど
が
、
共
に
行
は
る
〉
ぜ
必

要
己
す
る
o

殊
に
総
務
統
計
論
の
如
〈
、
全
〈
求
聞
の
山
学
問
的
分
野
仁
於

τは
、
部
分
的
に
、

か
、
る
研
究
を
特

殊
に
行
ふ
研
究
者
の
多
数
な
ら
ん
こ
ど
を
望
む
一
』
ご
は
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
経
済
学
の
各
部
門
に
於
て
そ
れ
ら

の
例
究
者
が
其

ω大
量
翻
察
法
並
に
そ
の
特
殊
な
る
統
計
に
謝
す
る
統
計
解
折
法
の
研
究
に
努
力
せ
ら
れ
ん
・
」
ピ

は
切
虫
せ

.5
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
o

か
〈

L
て
経
済
統
計
論
は
北
(
の
盟
官
な
る
内
容
を
得
る
正
共
に
統
計
方
法

ご
L
て
同
県
り
機
能
を
有
つ
所
の
方
訟
を
経
隣
町
制
干
の
上
に
肉

?
?
1己
、
な
る
で
ゐ
ら
う
o

(
註
ご

ゴ

FFO門
司
司
吾
に
於
て
は
、
コ

5
2吋日聞の『山町内ω
広
島
町
片
岡
一
円
三

ム
』
は
締
出
的
事
象
に
刷
す
る
大
地
翻
設
の
結
晶
4

を
芯
昧
サ
る
が
、
此
白
調
拙

艇
部
統
討
論
由
刊
質
に
闘
す
る
一
考
察

λ 

" 



料
消
山
間
計
諭
山
刊
政
に
附
す
る
一
考
後

ノ、

統
計
に
刷
す
る
川
凶
は
、
叫
は
に
右
泊
す
る
諸
々

ω
艇
前
統
司
自
抗
際
の
研
抗
と
之
れ
を
釦
何
に
し
て
求
む
可
脅
か
の
方
訟
的
の
研
究
心
二
均
而
を

引
す
る
と
五
ふ
白
】
此
山
知
に
就
い
て
は
、
己

2
3
2
~
F
は
柿
か
に
佐
市
部
山
一
縦
訓
祉
計
由
論
者
よ
り
正
椛
な
る
意
識
を
規
定
し
て
ゐ
る
と
川
品
P
A
O

抗
際

寸
科
山
中
と

L
て
め
統
計
思
」
を
必
(
術
者
も
、
山
口
什
ハ

ω
内
科
に
於
て
之
れ
と
何
等
川
出
る
所
は
な
い
と
一
五
円
J

て
よ
い
心
で
あ
る
。
・
事
ろ
、

、、

日
2
1
{一
戸
コ
『
が
叫
神
山
制
隣
四
諭
に
比
訟
を
向
け
統
計
山
町
際
川
越
を
故
ふ
百
け
、
よ
り
科
皐
的
で
あ
る
と
孟
ひ
持
る
。
冨

2
Z
P呈
戸
に
於
て
理

こ

A
h
C
I

t
-
-
s
 

論
統
計
取
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
統
計
帥
析
訟
と
あ
っ
ず
い
彼
に
於
て
は
こ
れ
は
、
担
串
由
一
部
門
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
が
大
地
糊
器
訟
に
闘
す
る

2
 

も
回
世
…
日
除
統
計
が
な
2
z
z
E耳
目
白
門
戸
免
許
)
と
さ
れ
る
。
か
、
る
比
鮮
に
到
す
る
山
+
H
A
は
先
に
辿
ペ
た
断
て
あ
る
。

(
駐
一
一
)

円
己
目
由
の
加
き
は
、

P
7
2
3
五
円
r
p
r丸
山
台
弘
子
を
ば
、
(
科
単
と
し
て
の
統
計
単
」
自
立
場
に
川
町
て
見
る
も
の
で
あ
っ
て
、
筆
者

伎
に
依
札
ぱ
、
』

i
h
h
5
7
2
5
R
z
r丘
町
三
日
停
に
於
川
る
川
町
論
的
の
附
姐
並
に
白
山
仰
上
山
附
雌
目
、
統
計
方
訟
の
巾
に

自

点、
U
ず

L
て
、
統
計
的
に
判
へ
ら
る
べ
き
私
川
駅
前
的
引
説
山
叩
に
北
己
主
一
五
ふ
も
、
こ
山
こ
と
は
、
統
計
方
訟
を
柚
め
て
形
式
的
に
解
し
て
の
上
自

白
川
賞
同
し
仰
向
肌
℃
あ
る
白

と
で
、
統
川
方
叫

u、
か
h

る
羽
必

ω
川
仙
川
山
下
に
於
て
、
研
究
さ
る
べ
き
も
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
曲
叫
論
及
山
際
J
山
川
町
幽
は
、
日
は
統
計
方

法
に
存

L
、
こ
れ
を
研
究
す
る
山
が

HVED門
司
王

ωの
宮
『

E
ω
E
E
-げ
で
あ
り
、
私
料
岱
糾
情
出
酬
は
、

か
為
る
方
礼
的
山
興
へ
ら
れ
℃
こ
そ
初
め
て
、
そ

の
到
品
部
と
せ

f
る
を
判
け
な
い
品
川
叫
消
仙
の
大
山
川
を
、
断
ハ
川
的
に
川
明
叫
し
似
て
、
制
渦
回
一
肺
成
北
に
検
読
が
可
能
と
な
る
の
て
あ
る
o

此
心
純
白
統
計
前
に
就
い
て
は
川
部
博
士
見
本
村
事
一
郎
氏
J
V

論
文
が
あ
る
。
品
世
間
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

五

以
上
じ
於

τ、
経
済
統
計
論
の
存
立

ω意
義
、
其
の
統
計
向
学
に
於
り
る
地
位
、
経
済
問
中
正
の
閥
係
、
交
捗
等
の

問
題
に
就
い
て
極
め
て
未
熟
な
花
見
を
述
べ
わ
い
。
共
的
論
ず
る
所
は
、
級
輸
統
計
諭

ω性
質
的
一
一
削
的
な
考
察
に

過
ぎ
十
、
兎
に
肌
引
先
金
重
ね
之
れ
を
補
一
訂
牢
る
正
共
に
、
他
の
秘
角
よ
ち
考
察
を
加
へ
る
こ
己
に
依
て
経
済
統
計

論
を
全
面
的
に
制
解
l
得
た
い
吉
川
山
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
敢

τか
、
る
未
熟
な
試
論
を
な
し
た
所
以
の
も
の
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認
凶
紐
計
諭
の
性
質
に
闘
す
る
一
考
奈

一λ
三

は
、
従
来
、
経
済
統
計
、
経
隣
統
計
論
、
経
済
統
計
問
地
平
等
栂
々
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
が
、
果
た
し
て

何
も
の
で
の
る
か
、

一
向
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
や
九
其
ゆ
問
題

ω所
在
も
甚
だ
耐
駆
除
な
る
を
弛
れ
な
い
の
で
、
自

ι幾
分
の
研
究
を
試
み
る
こ
ご
じ
依
て
之
れ
を
理
解
し
よ
う
ご
努
め
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
Q

北
(
的
目
的
の
た
め
に
・
先
づ
集
間
的
意
味
よ
h
・
耐
合
的
集
凶
即
ち
大
量
の
集
閥
的
研
究
的
意
味
を
明
ら
か
に

L
・
作
荒
川
間
的
研
究
方
法
子
L
t
は、

一
般
に
統
計
解
折
訟
の
み
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
大
量

ω集
倒
的
研
究
に
於
℃

は
、
大
最
初
察
法

ω
こ
れ
f
G

共
に
論
告
ら
れ
る
守
」
ご
を
必
要
ご
し
・
筆
者
は
此
の
雨
者
を
併
せ
て
統
計
方
法
ピ
和

t
、
統
計
山
中
は
炉
、
る
統
計
方
法
を
共
の
師
引
先
謝
象
ご
す
る
山
半
間
で
あ
る
こ
=
を
述
べ
た
の
で
あ
る
o

而
し
て
、
統
計
皐
は
共
の
性
質
に
就
い
て
柿
々
の
議
論
が
ゐ
る
が
、
科
川
a二
般
に
週
中
る
研
究
方
法
で
あ
る
ご

一
式
ふ
方
法
論
を
排
し
、
叉
質
質
的

ω利
山
中
で
ゐ
h

リピ

L
或
は
方
法
論
ご
を
併
せ
て
統
計
問
中
ど
す
る
説
に
組
み
せ

十
、
刑
品
目
科
問
中
の
領
域
に
於
て
、
集
倒
的
研
究

ω方
法
を
研
究
す
る
方
訟
の
事
問
で
あ
る
ご
云
ふ
筆
者

ω主
張
を

岡
持
L
、
之
れ
す
説
明
す
る
こ
ど
を
第
二
段
的
問
題
ご
し
た
的
で
め
る
o

ド
地
中
川
托
よ
立
、

重

2
-
u
F
L
I

統
計
方
法
一
般
一
ぜ
民
的
骨
子
ご
す
る
原
論
り
部
分
己
、

特
叶
揮
の
大
量
に
閲
す
る
大
量
搬
出
別
法
正
、

北
(ω
部
門
に
於
げ
る
統
計
に
就
い
て
用
ひ
ら
る
ブ
吉
統
計
解
折
訟
の
廊
則
子
伊
』
研
究
山
主
位
ピ
す
る
各
論
的
部
分

よ
ち
成
る
も
の
ご
筆
者
は
考
へ
る

ωで
あ
る
が
、
経
済
統
計
論
は
斯
か
る
意
味
に
於

τ、
経
済
的
な
る
大
量
山
大

量
凱
療
法
吉
、
経
済
統
計
り
解
析
に
用
ひ
ら
毛
べ
き
統
計
解
析
法
ピ
を
其
の
内
容
芭
す
る
所
の
、
統
計
山
中
各
論
中



1

1

i

l

i

l

i

-

-

組
湾
統
計
論
白
性
質
に
闘

f
る
一
考
察

f丸
山

に
一
位
置
を
奥
へ
ら
る
ぺ
き
皐
問
で
あ
る
こ
子
宮
、
大
量
制
察
法
及
統
計
解
析
法
的
性
質
を
更
に
吟
味
し
、
且
つ

経
横
島
T

刈
論
じ
の
閥
係
u
A
交
沙
を
明
ら
か
に
す
る
こ
ご
に
依

τ詑
馴
し
た
の
が
本
文
叫
第
三
段
で
め
る
。

経
済
統
計
論
以
会
〈
の
未
拓
境
工
あ
る
o

之
れ
い
が
開
拓
は
、
統
計
事

ω
原
論
け
充
分
な
る
研
究
ピ
、
最
も
科
卒

的
J
O

る
佐
川
H
T
布
つ
絞
泌
川
ザ
理
論
ω
理
解
ピ
に
於
1
凶
み
可
能
で
ゐ
品
。
而
し
て
、
新
山
る
研
究

ω
後
述
以
又
自

ら
統
計
事
を
俊
民
せ
し
め
、
一
見
に
経
協
仰
向
学
を
一
一
指
科
叩
学
的
な
ら
し
め
る
で
ゐ
ら
う
o
(

一
九
二
七
・
八
・
二
七
)
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